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０）彼女の始まり、彼の終わり








「優ゆ愛あごめん！　好きだ！」

　目の前で華麗に土下座を決めた親友の言葉に、優愛はただひたすらに呆気に取られていた。

　あまりに綺麗な姿勢で頭を下げる男のつむじを、思わずまじまじと眺めてしまう。

　──顔のいい男は、土下座すらも綺麗なのね……。

　そんな馬鹿なことを考えてしまう程度には、目の前の親友の行動は予想外すぎた。

「もう何を言っても信じてもらえないかもしれないけど、高校の頃からずっと優愛が好きだった。今もずっと好きだ。許してもらえないことをしたのもわかってる。でも……」

　顔を上げずに、告白を続ける男のつむじを見下ろして、優愛は何とも言えない気持ちになる。

　──土下座で告白って……。

「ふふふ……」

　優愛の唇から零れたのは笑いだった。おかしくて、仕方ない。

「優愛？」

　笑い出した彼女に、親友が恐々といった様子で顔を上げた。その何とも情けない顔を見てしまえば、おかしさに拍車がかかる。

　さっきまでは二人の関係の終わりだと本気で思っていたのに、その悲壮感は親友の華麗なる土下座によって霧散した。

「ねえ、律？」

　優愛は男の目の前にしゃがみ込む。

　──私を好きって本当？　私はあなたを諦めなくてもいいの？

　終わりを覚悟して土下座する男に、恋の始まりを決めた彼女は手を伸ばす──







１）彼女の初恋、彼の片思い








『おはぎが食べたい』

　仕事の昼休みに、軽やかな電子音が鳴って、スマートフォンの画面にメッセージアプリのメッセージが表示された。

　見慣れたコーギー二匹のアイコンを見て、優愛はＳＮＳのアプリを開く。

　途端にコーギーをモチーフにしたキャラクターのスタンプが、怒涛のように十個送られてきた。

『お腹空いた！』

『大好き♡』

『散歩に行きたい』

『大好き♡』

『遊んで』

『大好き♡』

『疲れた』

『大好き♡』

『眠いＺＺＺ』

『大好き♡』

　愛くるしい顔をしたコーギーがコメントに合わせてポーズするスタンプと、大好きという旗を掲げハートを振りまいたコーギーのスタンプが交互に送られてきている。

　新作らしいそのスタンプの可愛らしさに、優愛は思わず小さな笑いを漏らす。

　普段はほとんど感情らしい感情を表に出さない男は、ＳＮＳのメッセージをやり取りする時だけは、やけに感情表現が豊かなものを使いこなす。

　──律りつは一体、どんな顔でこのスタンプを送ってるのかな？

　このメッセージの差出人の美しすぎる顔を思い浮かべた。

　シンメトリックな輪郭に、印象的な二重の切れ長の眼に漆黒の瞳。すっきりと通った鼻筋に、やや癖のある黒髪。フレームレスの眼鏡をかけた顔は、ともすれば冷淡そうな印象を人に与えるほどに整っている。

　だが、その人柄は見た目通りに冷淡なわけではないことを、優愛は知っている。

　律──優愛の十年来の親友は、表情筋が死んだように動かないせいでクールな性格に見えるが、捨て犬を放っておけない優しさを持った人物だ。

　甘いもの、特に和菓子が好きで、一点集中型のせいか仕事が忙しくなると、生活全般がダメダメになる。

　──仕事が大変なのかな？

　律が優愛に連絡を寄越すのは、たいてい仕事に疲れている時が多い。まるで頑張っている自分へのご褒美と言わんばかりに、優愛の手作りお菓子をねだってくる。

『ずんだ餡のおはぎもお願いします』

　コーギーがお願いと手を合わせるスタンプが送られてきて、これは相当に疲れていそうだなと思う。ずんだ餡のおはぎは律の一番の好物だ。

『いつがいいの？』

『明日！』

　優愛の質問に秒で帰って来た返事に、苦笑が漏れる。

　明日は丁度、土曜日。特に何の予定もない休日だった。まるで、優愛の休みを把握しているかのようなタイミングだった。

『今の時期だと枝豆、冷凍のものしかないかもよ？』

『全然ＯＫ』

　──仕方ないなーもち米ときなこはまだ残ってるから、帰りにあずきと枝豆を買って帰りますか。

　もう一人の友人がこのやり取りを見ていれば、『お前は椎しい名なに甘すぎる！』と顔を顰めることだろう。

　自分でも、律には甘い自覚はある。自覚はあるが、仕方ないだろうとも思ってる。

　──だって……好きなんだもん。

　不毛な恋だってわかってる。だけど、優愛は高校の頃から、椎名律にずっと恋をしている。

　彼にとって、自分はただの友人でしかない。それを理解していても、律を好きでいることをやめられない。

　──本当にバカ。

　そう思うのに、ずるずると十年も律への想いを引きずっている。

　大手建設会社の跡取り息子で、自身も都市開発などのプロジェクトに参加する建築家。端整な容姿に、仕事も出来るとなれば、そんな男がモテないわけがない。

　長く親友として傍にいるだけに、彼が異常にモテることを知っている。そんな彼が、ただの平凡な友人である優愛を選ぶなんて、夢物語でしかない。

　二人の関係に恋愛を持ち込まなかったからこそ、律は優愛を親友として受け入れてくれていることもわかっている。

　──いっそ律に恋人でも出来てくれれば諦められるのに……。

　最近は、諦めるきっかけを探している自分がいた。踏ん切りがつかない想いに、どこかで終止符を打つべきだと思っている。けれど、同時に律が甘えてくる間は、このままでもいいんじゃないか。そんな思いもある。

『わかった。じゃあ、十時ごろに行くね』

　優愛の返事に、コーギーが狂喜乱舞するスタンプが送られてきて、その可愛らしさに優愛は目元を緩めた。

　律とのやり取りを終えて、スマートフォンから顔を上げた優愛はぎょっとする。

　一緒に昼食を取っていた優愛の勤める和菓子喫茶の女将がにんまりとした顔で、こちらをじっと見ていた。

「な、何ですか？」

「んふふふ……いい顔してたけど、彼氏とデートの約束でもしたの？」

「違いますよ！　久しぶりに友達と会う約束をしただけです！」

　女将の誤解に焦って返事をすると、途端に目の前の彼女の顔ががっかりしたものに変化する。

「なーんだ。つまらない！　ものすごい可愛い顔してたから、絶対に彼氏だと思ったのに！」

　唇を尖らせる彼女に、優愛は苦笑する。

　──女将さん。悪い人じゃないんだけど、何でも恋バナにつなげたがるのよね……。

　女将の坂さか本もとは人の恋バナが何よりも大好きで、なんなら今では絶滅寸前の月下氷人──男女の縁を取り持つ仲人の事──だ。この表現は坂本が詩的だと好んで、自分で使っている。

　──まあ、女将さんの勘も間違ってないかも？

　好きな人との約束に、気分が高揚していたのは否めない。

「いつも和菓子をお土産に買っていく彼は？　眼鏡の優しそうな男の子！　あの子が彼氏だとずっと思ってたんだけど！」

　──眼鏡の優しそうな彼？

　女将の言葉に優愛は首を傾げて考えて、すぐにそれがもう一人の友人の落おち合あいの事だと気づく。

「彼は高校の頃からの友人です。婚約者もいる人なので、変な誤解はしないでください」

「ますますつまらない！　優愛ちゃん、可愛いし、接客態度もいいから、お客様によくお褒めの言葉を頂くのよ？　そんな優愛ちゃんに、彼氏の一人や二人や三人いても、おばさん驚かないよ？　略奪愛もありだと思うよ？」

「いやいや！　三人って何ですか！　二人もおかしいですが！　それに略奪愛って何ですか！」

　思わず突っ込めば、女将がきょとんした顔で、優愛を見つめてくる。

「そう？　私が若い頃はそれくらい当たり前だったわよ？」

　そのふくふくと柔らかそうな頬を緩ませて笑う女将に、優愛は何と言葉を返せばいいのかわからずに口をパクパクしてしまう。

　今のふっくら柔らかそうな姿からは想像できないが、その昔彼女はものすごい美女だった。若い頃の写真を見せてもらったこともあるが、女優かモデルをしていたと言われても、納得の美しさだった。

　美人だった坂本はありとあらゆる男性に求婚されモテにモテたが、その結果生じた人間関係の煩わしさに、恋愛の良さがわからなくなったらしい。一種の人間不信に陥った彼女は、一人で街をぶらぶらしている時に、この老舗和菓子店の和菓子に出会った。

　その味と無骨だけど優しいご主人に惚れ込んだ彼女は、猛アタックの末に押しかけ女房よろしく嫁いできた。ものすごい美女が嫁いできたと、街では評判になったらしい。

　それから四十年近く経った今でも、坂本とご主人はまさにおしどり夫婦と言った表現がぴったりの仲の良さだ。

　ご主人と結婚し、幸せを掴んだ坂本はその幸せを周りの人にも分け与えたいと、趣味で始めた和菓子喫茶の傍ら、結婚相談所のようなこともやっている。

　これまで結びつけたカップルの成婚率は百パーセントと評判になっていたりする。

「ふふふ……優愛ちゃんは真面目ねーそんなに焦っちゃって！」

　楽し気に笑った女将が、緑茶の入った湯のみを手にして一口飲んだ後に、優愛の顔を真っ直ぐに見てきた。

「優愛ちゃん、いくつになるんだっけ？　製菓学校を卒業して、うちに来て、七年？　八年目？」

　問われて、優愛は年月を計算する。

「えーと、高校卒業して、製菓学校に二年行ってから就職したので、今年八年目になります」

「てことは、二十八歳かーそろそろ結婚とか考える年になったわよね？　彼氏とかいるの？　そういえば、優愛ちゃんのそう言う話は聞いたことがなかったわ。今まではあの眼鏡の彼が彼氏だとばっかり思ってたから……」

　女将の目がきらきらし始めて矢継ぎ早に質問を浴びせてくるので、優愛は焦る。

　──やばい！　この顔してる時の女将さんは！

「え、あの……その！　彼氏はいませんけど、好きな人はいます！」

　咄嗟に叫んでしまえば、女将の目がさらに輝き出す。

「そうなのね！　優愛ちゃんの好きな人ってどんな人!?」

　ぐいぐいと迫ってくる女将に、優愛の焦りはますますひどくなる。

「女将さーん！　お客様がお見えです！」

　そこに同僚の声がかかった。途端に、女将の顔に心底残念と言った表情が浮かぶ。

「あ、そうだった。今日は一件、ご予約が入ってたんだったわ。今度、優愛ちゃんのお話をじっくりと聞かせてね？　絶対よ！　約束よ！」

　念を押して、女将がお昼を取っていた事務室を出て行った。

　その後ろ姿を見送って、優愛はため息を一つ吐く。

　──結婚かー夢のまた夢って感じだよねー。

　律を好きでいる限り、自分に結婚は縁遠いものだ。それでも、彼を好きでいる。

　でも、そろそろ潮時なのも本当はわかっている。

　──いくらなんでも片思い歴十年は自分でも引くわー。

　くすっと小さく自嘲の笑いを漏らして、優愛は昼食の残りを一気に片付けた。





　☆






　優愛との約束を取り付けることが出来て、椎名律はその美貌を思わず緩めた。

　普段まるで彫像のように表情を変えることが滅多にない男の稀な表情に、たまたまそれを目にした周囲の女性陣が息を呑んだ。ここは律の会社の傍にある中華料理店だった。味もよく値段も懐に優しいと、近隣のオフィス街では評判の店だった。店の中には、普段の律のクールビューティー振りを知る人間が多くいて、たまたま目にした微笑みに、周囲がざわつき始める。

「何ニヤニヤしてるんだよ？」

　だが、律の美貌など見慣れている友人の落合は、その表情変化に不審そうな眼差しを向けてくる。

「落合には関係ない」

「あっそ。椎名がそんな顔をするってことは、どうせ優愛関連だろ」

　緩んでいた表情をいつもの無表情に戻した律が素っ気なく答えても、気にすることもなく、そう返してきた落合はラーメンをうまそうに啜った。

　中学の頃からの友人である落合とは、優愛曰く親友らしいが、実際は腐れ縁のような関係だ。

　落合と会うのは実に三カ月ぶりだった。出版社で編集をしている落合と、都市開発に携わる建築士である律とは、生活時間が違いすぎてなかなか会う機会もない。

　落合が律の会社の近くで打ち合わせがあるから、久しぶりにランチでも一緒に取ろうと誘われて今日は出てきた。

「何でわかった？　優愛だって……」

「椎名が表情を変えるのなんて優愛が絡んだことしかないだろ？　今日は何だ？　優愛と連絡でもしたのか？　優愛がＳＮＳでも更新してたか？」

「明日、優愛とうちでデートすることになった」

　自慢げに胸を張ってそう言えば、「デートねえ？」と落合の表情が呆れたようなものにかわり、ため息を一つ吐かれる。

「何だよ？」

「いや、どうせデートって言っても、椎名が優愛にわがままを言って、世話させに来させるんだろ？　優愛はきっと陸りくと海うみに会いたいだけだと思うけどな？」

　にやりと笑った落合が、意地の悪いことを言ってくる。図星を突かれて、律はムッとする。

　──わかってるよ。優愛が会いたいのは俺じゃなくて、陸と海だって……。

　飼い犬のコーギー二匹の顔を思い浮かべると、ため息を吐きたくなる。

「十年も片想いしてるくらいなら、さっさと告白して恋人になれば？　優愛もまんざらじゃないと思うぞ？」

「俺たちはこのままがちょうどいいんだよ」

　強気な顔でそう返しながらも、律の本音は態度とは裏腹に、とても臆病なものだった。

　──今更、恋愛を持ち込んで、今の関係が壊れるのが怖い。

　それが何よりの本音だった。

　優愛だけだったのだ。律を律として見てくれたのは──

　自分で言うのもなんだが、律は幼い頃から容姿端麗、頭脳明晰、器用で多才、挙句、親は大手建築会社を経営するお金持ち。期せずして人間の嫉みや羨望となるありとあらゆるものを持って生まれてきた。

　おかげで、子どもの頃から色々と人間関係において、トラブルに巻き込まれることも多かった。親の権力や律自身の美貌に惹かれてやって来る人間たちのせいで、幼い頃に見たくもない人間の負の面を様々と見せつけられた。それらは幼い律を人間不信に陥らせるには十分なものだった。

　そう言ったトラブルを避けるために、律は迂闊に人を寄せ付けない無表情の仮面をかぶるようになった。

　美貌はそれだけで力になるのか、無表情でいるだけでたいていの人間は怯んで近寄ってくることもなかった。

　そんな中でも、気を許せる人間や友人は出来る。落合や優愛がそうだった。

　律の人生の中で、学生時代にこの二人に出会えたことは僥倖と言えるものだった。

　落合は昔からマイペースな人間で、律の家にも、何なら律自身にも興味がない男で、だからこそ気楽に付き合えた。

　優愛は出会った頃に、何故かひどく怯えられたのが印象的だった。落合と律が一緒にいると、たいがいの人間は律に目が向くのに、優愛は落合に懐いた。

　それが何故かひどく面白くなくて、構ううちに彼女の優しさに惹かれるようになった。

　この二人に出会わなければ、自分はきっと碌な大人になれなかっただろうと思う。

　今、曲がりなりにも社会人としてやっていけているのはこの二人のおかげだと思っている。

　だから、今の居心地の良い友人関係を壊すようなことはしたくなかった。

『もう！　律！』

　散らかった部屋を見て、怒る優愛の顔が好きだった。

『仕方ないなー』

　口ではそう言いながらも、律が頼めば手作りおやつを作って来てくれる世話好きなところも。笑う優愛の顔を見るとそれだけで、幸せな気持ちになれた。

　優愛の顔を思い出すだけで、胸の内側が温かいもので満たされる。

　今まで一度も染めたこともない美しい黒髪に、つぶらな真黒な瞳。本人はぽっちゃりだと気にしているが、抱きしめたら気持ちよさそうな柔らかな体。

　困っている人を放っておけない優しさと料理上手な彼女に、構って欲しくてわざと部屋を散らかしたり、おやつをねだったりしている。

「まあ、それならそれでいいとは思うけどな？　手遅れになって後悔してもしらないぞ？」

　律の返事に、落合が思わせぶりに言葉を切った。気になった律が思わず落合の顔を見やると、落合が人の悪そうな笑みを浮かべた。

「どういう意味だ？」

　訝し気に、律の眉が寄る。それに落合は感情の読めない表情を浮かべて話を続ける。

「一昨日、優愛のところの和菓子喫茶に行ったんだが……」

「行ったのか！　優愛の店に！」

「俺が担当している先生が、あそこの和菓子が大好物な上に店の近所に住んでいるからな。手土産に買っていくついでに、休憩しに行くんだよ。行けば、優愛が茶を淹れてくれるしな？　まあ、それは今の話にあまり関係ないから横に置いておけ」

　澄ました顔でそんなこと言ってくる落合に、律は恨めしい視線を向ける。

「俺が会いに行けないのに、何でお前はいつもそう気軽に優愛に会いに行くんだよ！」

「会いに行けばいいだろ。別に禁止されてるわけでもないんだし。優愛だって、店に行けば普通に歓迎してくれるぞ？　って、だから、それは関係ない。話を脱線させるなよ」

　呆れたように落合がため息を吐く。律はだんだんと焦れったくなる。

「だったらなんだ？」

「あそこの女将が仕事の傍らで、結婚相談所みたいなことをやってるのは知ってるよな？」

　言われて律は思い出す。優愛が務める和菓子屋喫茶は、明治時代から続く老舗の和菓子屋の名物女将が、和菓子をもっと気軽に食べられる場所を作りたいと始めたものだ。本店から仕入れる昔ながらの和菓子と、優愛たちが作る創作和菓子が売りの店で、ロケーションのうまさもあって、かなりの人気がある。

　そこの女将が趣味で見合いの世話人のようなことをしているのは知っていた。

　優愛が楽し気に女将が取り仕切ったお見合い話をしてくれるから、律も覚えていた。

「それは知ってるが……優愛と何の関係があるんだ？」

「あそこの常連客らしい男が、優愛を気に入って、女将に見合いをさせてくれと頼んでたんだよ」

　落合の言葉に律は瞳をカッと見開く。

「何だと!?」

　思わず席を立ち上がろうとした律に、落ち着けと言わんばかりに落合が手を上げる。

「安心しろ。その話は立ち消えた。あそこの女将は、俺が優愛の彼氏だと思ってるからな」

「それこそ何でそんなことになるんだよ？　お前には舞がいるだろうが！」

「もちろん俺には舞まいがいるし、舞一筋だ」

　今現在落合と婚約している律の妹の名を出せば、落合は飄々とした顔で頷いてみせた。

「あの店に通っている男たちの中で、優愛と群を抜いて仲が良いのは俺だからな。そう言った誤解も起こりえる。だけど、その誤解がないと、優愛とその客の見合いが行われていたかもしれない」

「だからって何で落合が優愛の彼氏になるんだよ！」

　落合の存在に感謝はあれど、やはり納得は出来ずに、胡乱な眼差しで落合を見てしまう。

　和菓子も甘いものも好きな律ではあるが、優愛の勤める店は圧倒的に女性客が多く、律がひとりで行くには、なかなかにハードルが高いものだった。

　店に行くよりは、自宅に優愛を招いて、愛犬二匹とまったりと優愛の作ってくれる料理を楽しむほうが律は好きだった。

「ま、そういうわけで、のんびり構えているのもいいが、俺たちもそこそこいい年だ。舞と俺に結婚話が出たように、相手がいれば結婚を考える年だってことを忘れるな。うかうかしていたら、あそこの女将が優愛に似合いの男を見つけてくるぞ？」

　落合の言葉に、律はぐっと言葉に詰まった。

　妹の舞が婚約したことで、律の周りも賑やかになってきている。両親や親族にそれとなく恋人の有無を問われたり、見合い話が持ち込まれたりもしている。

　──ずっと今のままではいられない。それでももう少しこのままでいたい。

　そう思ってしまうのは自分のわがままなのだろうか──





　☆






　仕事帰りに、小豆と枝豆を探しに、近所の青果店に寄った。

　時季外れではあったけれど、運よく生の枝豆を手に入れることが出来た。

　ついでにこれからやってくるクリスマスの新作和菓子の試作品に使えそうなものがないかと、店の中のものを眺める。

　優愛が務める和菓子喫茶は、本店から仕入れる昔ながらの和菓子も扱っているが、創作和菓子も扱っている。そちらの方は優愛達、和菓子喫茶のスタッフが手掛けている。

　季節ごとに旬のフルーツを使った大福や、まるで洋菓子のようなおはぎなどは特に人気がある。

　優愛は主にそのおはぎづくりを手掛けている。

　──今回、ハロウィンのために作ったかぼちゃ餡で包んだかぼちゃの形をしたおはぎと、黒ゴマで作った黒猫おはぎは今のところ売り上げも順調だし、そう言う見た目も楽しめるものが作りたいなー。

　そう思いながら店の中を眺めるが、ぴんと来る食材が思い浮かばない。

　──クリスマスって言ったらやっぱりケーキだよねー。去年はイチゴを乗せたフルーツおはぎにしたけど、今年はもう少し工夫したいな。

　見た目や材料の奇抜さや斬新さだけではなく、きちんと和菓子としても美味しいものを作りたい。

　もう少しで三ヵ月に一回の企画会議が行われる。それまでに、次の新商品のアイディアをまとめたかった。

　新しいお菓子のレシピを考えるのは毎度悩ましいが、優愛にとっては楽しい作業でもあった。

　一通り青果店の中を見て回るが、これと言った食材を見つけられず、今日は諦めて店を後にした。

　家に帰って、夕飯を済ませた後、早速おはぎを作るための餡子を作り始める。

　小豆を流水でさっと二回洗い、鍋に小豆とその三倍くらいの水を淹れて中火で煮立て渋切りをする。これは小豆の渋味や雑味を取り除くためにするとても大事な作業だ。水の量が少なかったり、茹で時間が短かったりすると餡子の仕上がりが大きく左右されてしまう。

　十分から十五分ほど煮て、茹でこぼす。

　渋切りをしている間に、枝豆を枝から次々と外して、こちらもきれいに洗う。

　そうしている間に、茹でこぼしを数回行うと小豆の煮汁が綺麗なワイン色に変わっていた。

　そうなったら小豆をざるに上げて、水気を切る。一粒、二粒を手に取って、渋みが取れているかどうかを確認する。

「ん。いい感じ」

　鍋をきれいに洗って再び小豆と水をいれて、小豆が柔らかくなるまで煮る。大体、三十分くらいかかる。その間の水加減は注意が必要だ。多すぎて少なすぎてもダメ。ふつふつと表面が湧くくらいの弱火で煮詰めながら、丁寧にアクを取る。

　隣のコンロで、別の鍋に湯を沸かして枝豆も茹で始める。

　十五分ほど、枝豆を茹でながら、小豆のアクを取る作業に集中する。枝豆が茹で上がったのを確認して、ざるに上げて粗熱を取っておく。

　指で触れるくらいになったら、さやから枝豆を取り出して、薄皮も取り除く。その作業をしながらも、小豆のアクに気を配り、茹で加減にも気を配る。

　小豆の煮汁が少なくなってきて、とろみが出てきたところで、一度火を止めた。小豆一粒を取り出して、親指と小指の間に挟んで、茹で加減を確認する。

「んーん。丁度いいかな？」

　再び火を付けて、小豆に砂糖を加え、味を見ながら砂糖を足していく。律はあまり甘くないものが好きだからと、味加減を調整する。納得の味になったところで、弱めの中火でふつふつとさせながら、焦げないようにゴムベラで時々、掻き混ぜながら煮詰めていく。

　横目で小豆の状態を見ながら、すり鉢にさやから取り出した枝豆と砂糖と塩を入れて、すりこぎで枝豆を潰しながら、混ぜていく。

　──律は豆の触感が残る位が好きだからこれ位かな？

　出来上がったずんだ餡をタッパーに入れて、冷蔵庫へ仕舞う。

　そうこうしているうちに、小豆の煮汁が少なくなって、餡が炊き上がった。塩を混ぜて、味を引き締めて、バットに小分けにして広げた。

　ラップをかけて、そのまま冷蔵庫にしまう。

　──後は明日の朝に、もち米を炊いて、作ればいいよね。何時に起きようかなー。

　何気なく時計を見ると、二十二時を過ぎていた。後片付けを終えて、優愛は伸びをする。

「思ったよりも時間がかかったなー」

　そう呟けば、思わず苦笑が漏れる。

　律はきっと知らない。おやつをねだられるたびに、優愛がどれだけ手間暇をかけているのか──

　──まあ、好きでやってるんだけどね。

『美味しい！』とあのいつも無表情な男が、表情を緩める顔を見たくて、優愛が勝手に頑張っていることだ。

　──そういえば、律と話すきっかけもおはぎだったなー。

　ふと懐かしさを覚えて、優愛は高校時代を思い出す。あれは高校一年の秋だった──







２）彼女と彼と友人の出会い








「優愛！　散歩サークルに一緒に参加しない？」

「散歩サークル？」

　聞き慣れない名前に、優愛は首を傾げる。優愛の机に手を付いた友人は、その瞳をキラキラと輝かせて、「そう！　散歩サークル！」ともう一度声を弾ませた。

「何それ？」

「その名の通りの散歩するサークルよ！　月二回、コースを決めてみんなであっちこっち散歩するの！　で、みんなで必ず一品を持ち寄って、最後にピクニックみたいに一品の交換をして交流するサークル」

「ふーん。面白そうだけど……」

　目の前の友人が、そう言ったものに興味があるというのが、少しだけ不思議だった。

　運動が大の苦手で、腐女子としてのヲタ活にまい進する彼女が、散歩とはいえ進んで運動するとは思えなかった。

　しかも、高校一年の秋と言うこの中途半端な時期に、新たなサークル活動を始めることにも疑問を覚えた。

　彼女は漫画研究部で、ばりばりとＢＬ漫画を描きまくっている。優愛も優愛で、四月に入ったクッキング部の活動がある。

「何が狙いなの？」

　優愛の問いに友人の宮みや原はら愛あい子こは、「ぐふふふ……」と怪しげな笑い声を立てた。

「さすが優愛ね！　鋭いわー」

　笑みまで怪しげなものへと変えた愛子が、優愛の耳元に唇を寄せてきた。

　やはり別に思惑があったかと思いながら、優愛は愛子の内緒話に耳を傾ける。

「その散歩サークルにはあの椎名律と落合慎しん吾ごが参加しているのよ！」

　──椎名律と落合慎吾？

　上げられた名前がすぐにピンと来なくて、優愛は「ん？」と眉間に皺を寄せた。

「もう優愛！　もしかしてわからないの？　あの椎名君だよ?!」

　思わしくない優愛の反応に、信じられないと言わんばかりに愛子の瞳が見開かれる。

　その様子に優愛は必死に、思い当たる椎名という名前の人物を思い浮かべていく。

　──椎名？　椎名君？

「あ。椎名君って、あの椎名君？　Ａ組の？」

「反応が遅い！　うちの高校で椎名君って言ったら、あの椎名君しかいないじゃない！」

　──そう言われてもね……。

　愛子の剣幕に、優愛は苦笑を漏らす。

　確かに優愛たちの高校で、椎名君と言えば、ものすごく有名な男の子がいるのは知っている。それが自分たちの同級生だと言うことも。けれど、彼の存在は優愛にとっては、遠すぎるものだったのだ。顔と名前は知ってはいても、全く身近なものではない。例えていうのならば、芸能人とかそう言った感じなのだ。

　椎名律──大手建築会社の跡取り息子で、その美貌で全校女子、なんならこの近隣の女性まで虜にしている同級生だ。

　落合慎吾は、彼の中学の頃からの友人で、これまた端整な顔をした少年だった。

　氷に例えられる椎名の塩対応とは違い、落合は温和で人当たりの良い優等生だ。

　二人が揃って行動する様は、絵になると愛子が騒いでいたことまで思い出す。

「これは絶好のチャンスなのよ！　あの二人を間近で観察する！」

　鼻息を荒らげる愛子に、優愛は呆れた眼差しを向ける。

　──そういえば、愛ちゃんは、あの二人のファンだったよね。ビジュアルが、愛ちゃんが至高だと思うＢＬの登場人物にそっくりだって言ってたなー。

「……ところで、あの二人が参加してるサークルなんて、女子の加入率が半端なくて、今から入れるの？　秋だよ？　どこが主催のサークルなの？」

　優愛の質問に、愛子がにんまりと笑う。

「優愛のそう言うところ、本当に大好き。普段はぽやんとしているのに、時々、こちらがはっとするほど鋭いよねー」

「それ褒めてるの？」

「褒めてる！　褒めてる！」

　愛子が優愛の前の席の椅子を借りて、後ろ向きに座った。そして、顔を近づけてくると、先ほどよりもさらにぐっと声を潜めて、囁き声のような声で話し始めた。

「これは優愛だから話す極秘の話よ？　そう思って聞いてちょうだい」

　余程、誰にも聞かれたくないのだろう。真剣味を帯びた愛子の態度に、話を聞くために優愛も真面目な顔をして愛子に顔を使づける。

「私が今回、参加したい散歩サークルは確かにうちの学校のものじゃないのよ。うちの兄貴が主催している大学のサークルなのよ」

「え？　和かず樹きさんの？」

「そう。あの変わり者の兄貴の！　こないだ兄貴がそのサークルの写真を見せてくれたんだけど、そこにあの二人が映っていたの！」

　囁き声なのに、興奮しているのが丸わかりと言う器用なことをする愛子の話を聞く。

「それで兄貴を問い詰めたら、兄貴が作った散歩サークルって地元の学生の交流をメインにしているから、兄貴の大学の人間でなくてもいいし、高校生もＯＫだったのよ。それで、椎名君と落合君が参加してるの。これはうちの高校では知られてない情報よ！」

　愛子はにんまりと笑った。

「これは絶好のチャンスなのよ！　あの二人の普段の様子を間近で観察するね！　だから、優愛、一緒に参加しよう！」

　そこで何故優愛を巻き込むのか──鼻息を荒らげる友人に、優愛は胡乱な眼差しを向ける。

「どんなサークル活動をしているのかもわからないのに？」

　優愛の言葉に愛子がその手にしていたファイルをさっと優愛に押し付けてきた。

「これ今回の散歩の概要と兄貴の散歩サークルのサイトを印刷してきたやつ！　持ち物とかコンセプトとかあるから読んでみて！」

　周到すぎる用意に呆れながらも、優愛は言われるままに、その印刷物に目を通す。

　愛子の兄が主催すると言う散歩サークルは、月二回テーマを決めて散歩をしているらしい。普通に散歩をする時もあるらしいが、その他に地域の町おこしを兼ねた地元の商店街の食べ歩きや、ボランティアを兼ねて街のゴミ拾いをしながらの散歩など、活動は多岐にわたっている。

　そう言った活動時の写真も掲載されているが、皆とても楽しそうだ。

　参加資格は学生であることのみで、愛子の兄の大学の学生でなくてもいいらしい。

　散歩の最後には皆の持ち寄りでお茶会をするのが恒例で、参加費用は移動に使う交通費と当日配布されるお弁当の実費のみ。次の開催日は、今週末の日曜日。今回は、運動を兼ねた散歩の日らしい。

　郊外の運動公園で、一人一万歩を目標に歩くと書かれている。

　万歩計を持っている人は持参、ない人はサークルから貸し出しをしてくれるらしい。

　──うーん、愛ちゃんの動機は不純だとしても、散歩サークル自体は面白そうだなー。

　優愛は束の間、迷って「いいよ」と了承する。

「やった！　優愛！　ありがとう！」

　歓声を上げた愛子に両手を握られる。

「行くのはいいけど、参加できるの？」

「そこはもちろん！　兄貴に優愛と参加したいって言ったらＯＫもらってる！」

　既に主催に参加すると伝えていると聞いて、優愛は苦笑する。

「私が行かないって言ったらどうする気だったの？」

「もちろん口説き落とす！　あの二人が参加していることをうちの高校の女子が知らない今が、あの二人を観察する絶好のチャンスだもの！　逃せないわ！」

「そうですか」

　愛子の意気込みに呆れて、優愛はそれ以上の返事が出来なかった。




　散歩サークルの当日は、まさに散歩日和といった良い天気だった。

『優愛、ごめーん』

　携帯電話の向こうからぐずぐずと泣く愛子の声が聞こえる。

「熱出しちゃったんなら仕方ないじゃない。今日はゆっくりと休んで？」

『本当にごめん！　兄貴には優愛の事をよーくよく頼んでおいたから！　本当にごめんね！』

　あれだけ意気込んでいた愛子は、散歩サークルの当日に三十八度の熱を出した。

　風呂上がりにネタを思いついて、髪も乾かさずに夢中で漫画を描いたせいで風邪を引いたらしい。

　──何とも愛ちゃんらしいけどね……。

「ん、ありがとう」

『私の分まであの二人のこと観察してきてね！　余裕があったら写真を撮って来てー！』

　──そんな余裕あるかな？

　そう思うが、友人の願いを無下にも出来ずに、「頑張ってはみる」と返した。

『お願いよ！　優愛だけが頼りなのー！』

「はいはい。もう出るから、電話を切るよ？　本当にお大事にしてね」

　携帯電話を切って、優愛は散歩サークルの待ち合わせ場所に向かうために、リュックを背負い直す。

「お母さん！　行ってくるね！」

　後ろを振り向いて、台所で洗い物をしている母に声をかけた。

「今日は散歩サークルの日だったけ？　気を付けていくのよー」

　洗い物の手を止めた母が優愛を振り返る。

「うん！　じゃあ、行ってくるね！」

　外に出ると秋のさわやかで涼しい風が頬を撫でる。風に金木犀の甘い香りが混じっていた。

　──うん。今日は本当に散歩日和だ。愛ちゃんがいないのは不安だけど、今日行く運動公園は金木犀で有名なところだから楽しみだな。

　駅前の集合場所に向かえば、愛子の兄の和樹が、優愛に気づいて手を振ってくる。

　優愛は和樹の元に歩み寄る。

「おはよう！　優愛ちゃん。今日は参加してくれてありがとう」

「おはようございます。今日はよろしくお願いします」

　優しい笑みで迎えてくれる和樹に、優愛も微笑んで挨拶をする。

「愛子が悪いことしたね。朝から這ってでも行くって言っておふくろに、怒られてたよ」

　苦笑交じりの和樹の話に、その様が目に浮かぶようで、優愛は思わず笑い声を立てる。

「あいつにも今日は、よくよく優愛ちゃんの事を頼まれてるから、何か困ったこととかあったら遠慮なく言ってね。メンバーも気のいい奴らばっかりだし、楽しんで」

「はい。楽しみにしてます」

「あ、万歩計は？　持ってる？」

「はい。父のものを借りてきました」

　優愛はワンピースのウェストベルトに取り付けた万歩計を見せる。

「あ、じゃあいいね。今日の目標は一万歩。結構な距離を歩くからまめに水分は取ってね」

「はい」

「一万歩はあくまでも目標だから無理はしないでね。うちのサークルの目的は歩くことをまず楽しむことだからさ」

　和樹から伝えられる説明と注意事項を、優愛は真面目に聞く。

「和樹！」

　そこにサークルのメンバーらしき人間が、和樹に声をかけてきた。

「どうした？」

「今日の参加者全員が揃ったぞ」

「お、わかった。今行く！　優愛ちゃんも皆に紹介するから一緒に来てくれる？」

「はい」

　和樹の後ろに従って優愛は、今日の参加者が集まっている場所に歩いて行く。

　和樹の周りに参加者が集まってくる。今日の参加者は十五名ほどらしい。

　そのほとんどが和樹の大学の昔ながらのサークルメンバーだった。

「おはよう！　皆！　今日は初めての参加者がいるから紹介するな。うちの妹の親友で三み宅やけ優愛ちゃんです。残念ながらうちの妹は今日は熱を出して参加できないことになったので、皆優愛ちゃんのことは頼むな」

　和樹からの紹介に、「おおー！　生の女子高生だ！　可愛い！」と男性陣から野太い歓声が上がり、びっくりした優愛の体が跳ねる。

「こら！　お前ら！　行儀よくしろ！　優愛ちゃんが怖がっているだろう！　ごめんね。優愛ちゃん。こいつら悪いやつらじゃないから怯えないでやって」

　優愛の方を振り向いた和樹の苦笑交じりの言葉に、優愛は頷きで返す。

「大丈夫です」

「そう。それなら優愛ちゃんからも自己紹介してくれるかな？」

「はい」

　和樹の言葉に頷いて、優愛は一歩前に出る。

「正しょう南なん高校一年。三宅優愛です。今日はよろしくお願いします」

　皆にきちんと聞こえるように声を大きくして、自己紹介をした優愛は、言葉の終わりにぺこりと頭を下げる。温かい拍手で迎えられて、優愛はホッとする。

「優愛ちゃんの自己紹介も済んだことだし、今日の説明をさせてもらうな」

　和樹の言葉に優愛は一歩後ろに下がる。

「絶好の散歩日和な天気だから、みんなも楽しんで一万歩を目指してくれ！」

　その後、和樹は優愛に伝えた注意事項をメンバーの皆に伝える。

　皆、真面目な顔で和樹の話を聞いている。その中には愛子のお目当ての椎名と落合の姿もあった。彼らは大学のメンバーから少し距離を取った場所に佇んでいた。

　──うわあ、愛ちゃんが興奮するはずだ。

　律はブラックジーンズに白シャツ、顔を隠すためなのか黒いキャップを深めに被っていた。けれど、オーラが違った。スタイルがいいせいなのか、その場に立っているだけで人の目を惹かずにはいられない。

　優愛の視線に気づいたのか、その時不意に律がこちらを見た。まともに目が合ってしまう。

　キャップから見える顔は作り物めいて綺麗なものだった。高校でも有名な存在であること知ってはいたが、彼の姿をまともに見るのは初めてで、優愛は感嘆と同時に畏怖を覚えた。

　目を逸らせずにいると、彼の眼差しが鋭さを増し、じろりと睨み付けられた。

　優愛は慌てて彼から視線を引き剥がす。

　──愛ちゃん……写真は無理そうです。

　心の中で愛子に手を合わせて謝る。

　和樹の話が終わって、皆ぞろぞろと移動を開始する。今日は電車で運動公園の最寄り駅まで行くことになっている。

　優愛はサークルメンバーの後ろをてくてくとついて歩いた。

「なあ、三宅」

　改札を通りすぎ、ホームに上がる階段を上っていると横から声をかけられた。

「はい？」

　誰だろうと振り向けば、落合と律がいつの間にか優愛の横を歩いていた。

　律の姿に気づいて、優愛の肩がびくりと跳ねる。

「三宅って、正南の一年って言ってたけど、何組？」

　そんな優愛の様子を気にした様子もなく、落合は気軽な様子で質問してくる。

　──背が高いな。

　それが優愛の落合への第一印象だった。

　落合はひどく背の高い少年だった。小柄な優愛は首を反らさないと彼の顔が見えない。黒髪を短く切り銀縁眼鏡をかけている落合は、横にいる律が氷の彫像のように冷たい印象を与えるのに反して、親しみやすい雰囲気を持っていた。

「え、あ、Ｃ組」

「ふーん。Ｃかー。あ、俺たちも正南高校の一年」

「うん。知ってる」

　ホームに着いて、電車を待つ列に並べば、落合と律も優愛の隣に並んだ。

「やっぱりか。椎名は女子の間で有名だからな」

「そうだね」

　ちらっと律の方を見ると、再び睨み付けられて、優愛はびくりとしてそっと視線を逸らす。

　──うん。綺麗だけど、椎名君は怖い。

　近くで見れば見るほどに、律の美貌は優愛に畏怖を覚えさせた。

「今日は何でこのサークルに参加したの？　やっぱり椎名が目当て？」

　ストレートすぎる落合の質問に優愛は目を丸くする。椎名と落合が目当てだったのは、愛子であって、優愛はその付き添いだ。優愛自身はこのサークルの活動が、面白そうだと思ったのだ。それをどう説明すればいいのだろうかと、焦り出す。

　そのまま説明しても信じてもらえる自信がなかった。

「え、いや、あの、紹介の時も話してたけど、私の友達が和樹さんの、サークル長さんの妹なの。その子もうちの高校の子なんだけど、今日はその子に誘われて、面白そうだから参加したの」

「ああ、そう言えば、そんな話をしてたな。あれ？　じゃあ、その妹さんは？」

　優愛の説明に落合は納得したように頷いてくれた。律の方はなんだか怖くて見れなかった。

　──言い訳みたいに聞こえてないといいな。

「風邪引いて熱出しちゃって、来れなくなっちゃったの。すっごい楽しみにしてたんだけど」

「そうなのか。それは残念だったな。変なことを聞いて、悪かったな。うん。でも、大丈夫そうだな。さっきの和樹さんの話と矛盾もなさそうだし」

　さらりと言われた言葉に、優愛はドキリとする。

　──自分は落合に試されたのだろうか？

　ちらりと見上げると彼はにこりと笑っている。その笑みに確信する。自分は試されたのだと。

「あ、うん。そうだよね」

　不自然にならない態度で頷きはしたが、優愛は冷や汗が流れるような心地を味わっていた。

　──愛ちゃーん！　これどうしたらいいの？

　思わず心の中で愛子に助けを求めてしまう。

「まあ、三宅はそういう感じじゃないから安心したわ。できれば、うちの高校の奴らにこのサークルの事は秘密にして欲しいんだけど。和樹さんの妹にもそう言ってもらえるかな」

「うん。わかった」

　落合が何の根拠を持って、そんなことを言ってくれるのかわからないまま優愛はとりあえず頷いておく。

　そんな優愛を見下ろして、落合が面白そうに笑った。

「話せばわかるよ。三宅は俺たちにたいして興味ないだろ？　そういうのは態度を見てたらわかる」

「そういうもの？」

　首を傾げて、落合を見上げて優愛は問う。

「ああ、椎名目当ての女子たちと三宅はタイプが違い過ぎるわ。椎名もそう思うだろ？」

　落合が優愛たちの少し後ろにいる律に問いかける。

「……さあな」

　しかし、律からは素っ気ない答えが返された。

　──集合の時にじっと見ちゃったから、信じてもらえないのかも？

　優愛たちが乗る電車がホームに入って来た。

　日曜の朝──電車の中はこれから行楽に出かける人間たちでそこそこ混んではいたが、座れないほどではなかった。

　なんとなく優愛と落合、律は一緒に座った。落合を挟んで横並びに三人で座る。

　律は座席に座ってすぐに、帽子を目深にかぶり直して、深く俯いた。人の視線を避けているのだろう。優愛は背負っていたリュックサックを膝に乗せた。

「さっきから気になってたけど、随分でかいリュックだな。何が入っているんだ？」

「色々？　運動公園で皆で持ち寄りでピクニックするって言ってたから、ピクニックシートとか水筒とか詰めて来たらこうなっちゃったの」

「へえー？　もしかして荷造り下手？」

　中身が透けて見えるはずはないのに、落合がリュックサックを覗きこんでくる。子どものようなその仕草がおかしくて、優愛は小さく笑う。

「そうかも。遠足みたいで楽しくなってたから、あれこれ持ってきちゃった」

「おやつは五百円までだぞ？」

「バナナはおやつに含まれますか？」

　落合が色々と話しかけてくれるおかげで、移動の間も退屈せずに済んだ。

　二駅が過ぎて電車の中はそこそこの混み具合になって来た。座席がすべて埋まり、立っている客も増えてきた。

　三駅目でさらに人が乗り込んできた。その中に赤ちゃんを抱えているお母さんがいることに優愛は気づいた。座席を探しているのか、電車の中を見渡しているが、誰もかれもがスマートフォンを操作したり、連れ立っている人間とのおしゃべりに夢中で、その親子に気づく様子はない。

「あの！　よかったらどうぞ？」

　声をかけると、座席を探していた若い母親はホッとした顔をして近づいてくる。

「いいんですか？」

「はい！　どうぞ！　私、あと二駅で降りるので大丈夫です！」

「ありがとうございます」

　申し訳なさそうに頭を下げた若い母親が、優愛と入れ替わるように席に座った。

　優愛がリュックサックを背負い直そうとすると、「三宅」と落合に声をかけられた。

「何？」

「お前はこっちに座れよ。俺が代わるから」

「え？　いいよ。このままで。どうせあと二駅だよ？」

　落合の申し出に優愛は笑って首を横に振る。

「そうだとしても女子を立たせたまま俺たちが座ってるのカッコ悪いだろ？」

　にやりと笑った落合が席を立って、優愛の肩を押して座席に座らせた。

「ありがとう」

「どういたしまして」

　笑って礼を言えば、落合も爽やかな笑みを返してくれる。その時、横から視線を感じた気がして、優愛は何の気なしに横を向いた。

　ばっちりと律と視線が合って、優愛の肩がびくりと跳ねた。

　目が合うたびに、何だかひどく緊張してしまう。

　──わ、忘れてた……この席って椎名君の隣だった。

　キャップの下から瞳を眇めるようにして、律がこちらを見ていた。睨み付けられているわけではないのだが、目力が強すぎて優愛は怯んでしまう。

　まるで蛇に睨まれた蛙状態で、優愛は律から視線を逸らせない。

　──え、どうしよう。これ。目を逸らしたい！

　優愛のその心の悲鳴が聞こえたようなタイミングで、ポニーテールにしていた髪が後ろから引っ張られた。

　──今度は何？

　そう思いながら、呪縛をとかれた優愛は後ろを振り返る。

「あ、まさ君！　ダメだよ！　お姉さんの髪を引っ張ったら！」

　先ほど、席を譲った親子の赤ん坊の方が優愛の髪を掴んでいた。

　何が気に入ったのか、つんつんと毛先を引っ張っている。その顔はとても楽しげだ。

　母親の方は焦った様子で、息子の手から優愛の髪を解放してくれる。

「すみません！　席を譲ってもらったのに！」

　頭を下げる母親に優愛は大丈夫だと微笑む。

「痛くなかったし、大丈夫ですよ！　あの、何か月ですか？」

「七か月になります。色々なことに興味を持ってしまうみたいで、本当にごめんなさいね」

　母親の言う通りに好奇心が旺盛なのか、二人が話す間も赤ん坊の手は優愛の方に伸びてくる。それがあまりに可愛らしく、優愛は人差し指を赤ちゃんの前に差し出してみる。

「やーうー」

　そう声を出した赤ちゃんが、優愛の人差し指をきゅっと握った。

　指先に感じる赤ちゃんの手の力はこんなに小さいのに、どこにそんな力がと思うほどに強かった。

　優愛と赤ちゃんの目が合った。途端に赤ちゃんがキャラキャラと笑い声を立てる。

「可愛い！」

　思わずそう声が出てしまうくらいに、赤ちゃんの笑みは可愛らしかった。

　優愛は赤ちゃんに夢中になってしまった。

「三宅！」

　声をかけられて、ハッとする。顔を上げると、苦笑した落合に「次降りるぞ！」と言われた。電車内の行き先案内を見上げれば、落合の言う通り優愛たちが降りる駅が迫っている。

「遊んでくれてありがとうございます」

　優愛は赤ちゃんと母親にそう言ってぺこりと頭を下げる。

「こちらこそあやしてくれてありがとう。あなたのおかげでこの子もぐずらずにすんだわ」

　優しい笑みを浮かべた母親にもう一度頭を下げ、優愛は降車するために席を立って、リュックサックを背負い直す。

　すぐに目的の駅に着いて、再び三人連れ立って、ホームに降りる。

　今日の目的地の運動公園はここから歩いて十分ほどの場所にある。テニスコートや陸上競技場、野球場がある運動公園は、それらの競技場を繋ぐように散歩コースが設定されている。その散歩コースには四季折々の花々が植えられていて、目を楽しませてくれるらしい。

　今の時期は金木犀が見ごろとサイトには書いてあった。

　その金木犀を見ることを優愛は、とても楽しみにしていた。

　改札を抜けたところで、サークルの人たちと合流して、運動公園に向かって歩く。

　移動中も落合が話しかけてくれるおかげで、退屈することはなかった。律はそんな二人の少し後ろを黙ってついて歩いていた。

　運動公園の入り口のところで一旦、サークルメンバーで集合する。

「じゃあ、今が十時半だから、これから二時間は自由時間で皆、この中で散歩を楽しんでくれ。十二時半に中央広場でお昼にするので集合すること！　お弁当を用意しているので、そこで受け取ってください！　あと今日は涼しいからと言って散歩中は油断せずに水分をしっかりとってください。一万歩を目指そう！」

　和樹が片腕を上げ、ノリのいいメンバーがそれに合わせて拳を上げる。優愛も小さく拳を上げた。

　和樹の話が終わると皆、三々五々に散っていく。

　優愛はとりあえず運動公園の全体図が乗った案内板のところに向かった。

　そこにいくつか散歩コースが描かれている。その案内図を縮小したパンフレットも案内板の下には用意されていた。

　──金木犀はどの辺に咲いているのかな？

　案内板を見上げる。案内板には花の名所もいくつか書かれている。

　こうして立っている間も、風に乗って金木犀の甘い香りが流れてくる。そのいい匂いに、優愛の胸は高鳴った。

「優愛ちゃん」

　後ろから呼びかけられて振り向けば、和樹がこちらに歩みよって来た。

「あ、和樹さん！」

「椎名君たちと一緒にいたから大丈夫かと思ったけど、もしかして今一人？　俺と一緒に回る？」

　落合達は和樹の話が終わると同時に歩き出していたから、目的地があるのだろう。

　このサークルの活動を楽しんでいると言った言葉に、嘘はないらしい。

「大丈夫ですよ！　金木犀を探しながら、ゆっくりと探険する予定なので！」

「そう？　愛子にも頼まれているし、遠慮しなくてもいいんだよ？」

「お弁当の受け取りとか和樹さんも忙しいですよね？　私なら平気です。何かあったら携帯の方にお電話させてください！」

「わかった！　じゃあ、ゆっくりと楽しんで」

　そう言って、和樹は優愛の事を気にしつつ、去って行った。こちらに気を使ってくれていても、サークル長として何だかんだと仕事はあるのだろう。

　優愛はもう一度、案内板を見上げて金木犀が咲いている位置を確認する。

　ワンピースのベルトに付けていた万歩計を手に取って、今の歩数を確認する。

　移動を含めて現在の歩数は二千五百歩。

　──うーん？　駅から内まで十五分。最寄駅からここまで十分だから、私の足だと十分で千歩弱ってことかな？

　残りの約八千歩を歩くには八十分くらいと計算する。頭の中で大体の散歩コースを思い描いて、優愛は縮小されているパンフレットを手に取った。

　──二時間後にお昼なら、ちょうどいいくらいかな？

　散歩中に花の写真を撮りたいとリュックサックのポケットに入れていたデジタルカメラを取り出して、ストラップを首にかける。

「よし！　頑張るぞ！」

　デジカメと地図の用意が整って一人で気合を入れていると、後ろからくすりと笑い声が聞こえた。なんだかぞくりと肌が粟立つような艶がその声にはあった。

　──ん？　誰？

　くるりと後ろを振り返ると、落合と律が立っていた。笑い声は今まで話していた落合の声とは違って聞こえた。

　──まさか、椎名君？

　ちらりと律の方を窺うが、目深にキャップを被った彼の表情は優愛の立つ位置からは影になっていまいちはっきりとわからなかった。

「気合十分だな」

　落合がおかしそうに笑って声をかけてくる。

「うん。ここの金木犀を楽しみにしてたし、せっかくだから目標の一万歩を歩きたいしね」

「金木犀？」

　優愛の言葉に落合が興味を惹かれたようにこちらに歩み寄ってくる。

「うん。ここの運動公園のサイトに書いてあったんだけど、金木犀が有名なんだって」

「へーさっきからいい匂いがしてると思ったのは金木犀か？」

「多分ね。ここの案内板にも書いてるの」

　優愛が案内板を指さすと、落合だけではなく律も一緒に案内板を見上げた。

「本当だな。あ、散歩コースもいくつか書いてあるんだな」

「うん。せっかくだから金木犀を探しながら、ゆっくりと散歩コースを歩こうと思ってるの。落合君たちはもう先に行ったのかと思ってたけど、戻って来たの？」

「うん。ちょっとそこのコンビニに水を買いに。水筒忘れたのに、さっき気付いてな」

「そうだったんだ」

　納得して頷いた優愛は時計を見る。この公園に着いてからもう十分ほどが経過していた。

　そろそろスタートしないとお昼の集合時間に間に合わなくなる。

「じゃあ、私はそろそろスタートするね。私の足だと最低でも八十分は歩かないと一万歩は歩けないかもしれないから」

「お、そうだな。俺たちも行くか」

　落合が律に声をかけると、彼は無言でこくりと頷いた。

　なんとなく三人で再び一緒に歩き出す。

「椎名は競技場とか見たいんだろ？」

「ああ。ここの運動公園を設計した新庄先生が競技場も設計してるからその作りとか見たい」

　初めてまともに律が話している声を聞いた。なんだか背筋がざわざわするような艶やかな声だった。そして、先ほどの笑い声が律のものであったことに気づく。

　──顔が綺麗な人は声も、素敵なんだな。

　初めの分岐路に辿り着いた。右を行けば各種競技場へ、左はそのまま散歩コースになる。

　競技場を見に行くと言った落合達とはそこで別れた。

　優愛は金木犀の香りに誘われるままに、散歩を楽しんだ。

　四季の花が有名な公園だけあって、公園にはいろいろな秋草が咲いていた。

　そんな花を見つけては、時々立ち止まり、優愛はデジカメで写真を撮った。

　散歩コースを歩いていると、和樹や他のサークルメンバーに行き合うこともあった。

　そのたびに、皆が気さくに優愛に声をかけてくれた。

　花の写真を撮っていることを知ると、どこにどんな花が咲いていたなどの情報を教えてくれた。

　落合や律を見かけることもあった。律は競技場を見たいと言ってた通りに、陸上競技場のスタンドやその外観など写真を熱心にデジカメで撮影しているようだった。

「金木犀発見！　すごい綺麗ー」

　目当ての金木犀が咲いている場所まで、辿り着いた瞬間に、思わず歓声が漏れた。

　この金木犀は公園が作られる前からここに植えられていたものらしい。あまりに立派な木で、切るのは勿体ないと公園を整備する過程で残された。

　緑の葉にオレンジの小花が映え、甘い香りと共に訪れるものを楽しませてくれる。

　有名なだけあって、金木犀の傍には写真を取る人や見物人などが多かった。

　優愛は少し離れた場所から、金木犀の花の写真を撮った。

　携帯電話でも一枚写真を撮って、今日一緒に来れなかった愛子にメールで送る。

「三宅」

　今日だけですっかり聞き慣れた声に名前を呼ばれて振り返ると、案の定、落合と律が立っていた。

「すごいな。ここの金木犀」

「うん。この運動公園ができる前からある木で、地元じゃ有名な木だったらしいよ。運動公園を整備する時も、切るのもったいないって残されたんだって」

　優愛は落合達から金木犀に視線を戻す。

「いいよね。そういうの」

「ん？」

「古き良きものを残しながら、新しいものに伝えていく感じがいいなって思って……」

「確かに古くても良いものを取り入れて、新しくするか。いいなそれ」

　律が返事をくれて優愛は目を丸くして驚く。

「何だよ？」

　じろりと睨まれて、優愛は首をフルフルと横に振る。

「え、あ、いや、賛同してくれて嬉しいなって思って……」

　迫力のある眼差しに、ついしどろもどろになる。

「睨むなよ。椎名。お前の顔は迫力があるんだから、三宅がビビってるだろ」

　落合の突込みに律が「悪かったな。目つきが悪くて」と悪態をついて、ふいっと視線が離された。その事が残念なような、ホッとするような複雑な気分を優愛は味わった。

「そろそろ昼の集合時間だから移動した方がいいと思うぞ」

　落合の言葉に、時刻を確認すると、確かにもう十二時を過ぎていた。

「あ、本当だ。もうそろそろ中央の広場に行った方がいいよね」

　その言葉を合図に、三人でなんとなく連れ立って中央広場に向かった。

　金木犀の咲いている場所から集合場所の中央広場は、優愛の足で十分弱の場所にあった。

　広場に辿り着けば、サークルメンバーも徐々に集まり出していた。

「優愛ちゃん！　落合君と椎名君も！　お弁当配るからこっちに来て！」

　優愛に気づいた和樹が手招きしてくるのに従って、三人で和樹の元に向かう。

　どこから持ってきたのか、台車に乗せた幕の内弁当が一折ずつ配られた。

「はい。お弁当！　散歩は楽しめた？」

「はい！　とっても！　目的の金木犀も見れました！」

「それはよかった。後で一品交換会もするから……しまった！」

　そこまで言って和樹が焦った顔をするから、優愛はびっくりして首を傾げてしまう。

「優愛ちゃんの一品を預かるのを忘れてた……」

「ちょっと和樹！　しっかりしてよ！　せっかくの初参加なのに！」

　和樹の言葉に、隣で弁当を配るのを手伝っていたサークルメンバーの女性も声を上げる。

「もしかして、そのリュックにずっと一品を入れて持ち歩いてた？」

　女性からの質問に優愛は、こくりと頷く。

「何を持ってきたか知らないけど、十五人分のおやつって結構な重量でしょ？　大丈夫？　重くなかった？」

「あ、はい。リュックに入れて持ち歩いていたので大丈夫です」

「あのね。参加人数にもよるんだけど、一人一品で交換だと結構な重量になるものもあるから、車で移動するメンバーが受付の時点で預かることにしてるのよ」

「そうだったんですね」

　──一人一品ずつって言ったら確かに結構な重量だもんね。車ならクーラーきくし、散歩中も傷む心配なかったのかー。

　優愛は自分が持ってきたものを思い浮かべて、なるほどと頷く。

「ごめんね。和樹と話してたからてっきり和樹が一品を預かったと思い込んじゃったのよ」

「いえ、私も確認不足だったのはあるので……」

「優愛ちゃん！　本当にごめんね！」

　和樹が勢いよく頭を下げるのに、「大丈夫です」と笑って答える。

「いい運動になったので、ちょうどよかったです！」

「そう言ってもらえると救われるよ。でも本当にごめんね。これに懲りずにまた参加して欲しいな」

　眉尻を下げて少し情けない顔をする和樹に、優愛は「もちろん！」と返す。

「あ、持ってきた一品は今預けた方がいいですか？」

「荷物下ろしてからでいいよ。疲れたでしょ。まだ、全員揃ってないから、ゆっくりしてて」

「わかりました」

「本当にしっかりしてよね！　サークル長！」

　和樹は隣にいたサークルメンバーの女性にばしんといい音が鳴る程に背中を叩かれていた。優愛はそれを笑って見て、二人の傍を離れる。

　適当な場所にピクニックシートを広げると、落合達も近くに寄って来た。

「ごめん。三宅。そのリュックのでかさに気づいた時点で、一品交換のこと教えてやればよかったな」

「え？　大丈夫だよ？　落合君が気にすることじゃないでしょ？」

「ああ。そうだけどな……。あ、俺たちも三宅のピクニックシートに邪魔していいか？」

　問われて優愛は「もちろん」と頷く。優愛が持ってきたシートは、二、三人が余裕で座れる大きさのものだ。重し代わりにリュックを置いて、優愛は一品交換のために作って来たものをリュックサックの底から取り出す。

　保冷バッグに入れた大きめの保存容器二つにぎっしりとおはぎを詰め込んできていた。

「え？　それが三宅の持って来たやつか？」

　落合が驚いたように、保存容器を覗きこんでくる。

「うん。秋だし、散歩で疲れたら甘いもの食べたくなるかなっていうのと、腹持ちがいいかなって思って作って来たの。でも作りすぎたかも……」

　あははと優愛は苦笑する。

「手作りなのか？」

「うん。今、和菓子を作るのにハマってるの。昨日、休みだったから餡子から炊き上げて作ってみたの」

　おはぎはオーソドックスな餡のもの、きなこ、ごまの三種類を作って来た。

「十五人分のおはぎって重いだろ。よくあんなにすたすた歩いてたな」

　落合の呆れを隠さない言葉に、優愛は「うーん。慣れてるからなー」と答える。

「うちの父、登山が趣味で子どもの頃からくっついて山を登ってたから、これくらいの荷物は全然平気」

「なるほどねー何か三宅って侮れないなー」

　落合が感心したように頷いた。

「何が？　普通だよ？　とりあえず和樹さんにこれ届けてくるね」

　優愛は二人にそう言い残して、和樹の元におはぎの入った保存容器を持って行く。そこでも落合と同じように驚かれていた。

　参加者全員が揃って、一品交換会が始まった。

　ちょっとお高めのチョコレートやプロテインバーなどの人もいれば、バナナなどの果物の人。惣菜系のつまみを作って来た人など、様々だった。

　中でも優愛が面白いと思ったのは厚焼き玉子のロシアンルーレットだった。

　お重にぎっしりと黄金色に輝く厚焼き玉子が敷き詰められているのだが、その味は食べてみるまでどんな味が当たるのかわからないと言うものだった。

　砂糖味、塩味、醤油味、ウィンナーを巻いたものなど見た目だけではわからない。最大のはずれはわさび玉を巻いたものだった。

　みんなそれぞれに自分で卵焼きを選ぶ。優愛が当たったのは優しい味の出汁巻き卵で、落合は砂糖味、律はほうれん草まきだったらしい。最大級のはずれのわさび玉は和樹が引き当てて、あまりの辛さに涙目で悲鳴を上げていた。

　優愛のおはぎも好評だった。餡子が苦手な人もいるかもと思ったが、幸い今日の参加者はみんな喜んでくれた。

　中でも一番、反応してくれたのは意外なことに律だった。

「うまいなこれ」

　オーソドックスな餡のおはぎを口にした律は、驚いたように優愛に話しかけてきた。

　三人で昼を食べていても、律の氷みたいな表情が崩れることはなかったのに、おはぎを口にした途端に、ものすごく柔らかな笑みを浮かべた。

　あまりに綺麗なその笑みに、優愛は絶句する。

　──うわー！　愛ちゃんたちが騒ぐわけだ！

　先ほどまで、畏怖を覚えるほどにその美貌が怖かったのに、おはぎをほおばる律は年相応の少年に見えて、胸の鼓動が速まった。

　耳朶が熱くなっている気がして、優愛はリュックサックの中から扇子を取り出して、顔を扇ぐ。

「さっき、餡子を自分で炊き上げたって言ってたけど、そんなの簡単に出来るものか？」

「そうだな。あんまり聞かない気がする。手作りクッキーとケーキとかはもらうけど、餡子を手作りする女子は見ないと思う」

　律の言葉に落合まで反応して会話に参加してくる。

「あ、あの、私、部活はクッキング部に入ってるの。今、うちの部のテーマが季節の和菓子だから、先月、高校前の和菓子屋さんの職人さんを招いて、餡子の炊き方を習ったの。私が特別なわけじゃないよ？」

「へー。他にどんな和菓子を作ったんだ」

「芋羊羹と栗饅頭？」

　律の問いに優愛は今までに作ったものを必死に思い出す。律の笑顔にいまだに動揺しているせいか、思考がまとまらない。

「何で疑問形？　そして何かチョイスが渋いな」と落合が笑う。

「いや、急に聞かれて思い出せなかったの。あと作るものはうちの部長の趣味です」

　実は講師に来てくれる和菓子職人さんはその部長のおじいちゃんだったりする。

　その伝手で仕事の手が空いている時に、部活の実習指導に来てくれているのだ。

「へえー。面白いな。毎月テーマを決めて作ってるのか？」

「毎月じゃないよ。三カ月じっくりとテーマに沿って作るの」

「なるほど。それで今のテーマが和菓子なのか？」

「うん。おうちでも作れる気軽な和菓子って言うところ。来週はちょっと本格的に練り切りに挑戦するから楽しみ」

「芋羊羹が食べたい」

　落合と話していると、唐突に律がリクエストをくれた。

「え、あ、うん？」

　──どういうこと？　作れってことかな？

「あ、ごめん。三宅。こいつ、こんな顔をしてるけど、和菓子に目がないんだよ」

　優愛が困惑していると落合がフォローをくれた。

「和菓子好きと見た目は関係ない」

　ブスッとした顔の律の返事に優愛はおかしくなる。

「それはそうだね」

　今まで近寄りがたい存在だった律が、その途端にぐっと身近な存在に思えた。

「わかった。じゃあ、次の活動の時は芋羊羹作ってくるね」

「ありがとう。三宅は食べたいものとかあるか？　次の活動の時に。お礼に何か持ってくる」

　思わぬ律の提案に優愛は首を傾げる。

「うーん？　ドライフルーツ？」

「どんなんでもいいの？」

「うん」

「わかった。じゃあ、芋羊羹はよろしく」

　余程、食べたいらしく、律に念を押されて、優愛は吹き出しそうになる。そんな律を落合が呆れた眼差しで、見ていた。

　この散歩サークルの活動を通じて、三人の仲は徐々に深くなっていく。

　月二回、優愛はサークルの活動にほぼ毎回参加した。そこには愛子も参加したり、しなかったりだったが、四人の仲は気の置けない友人グループになった。

　ただ優愛と愛子はサークル活動参加時は、落合や律と気軽にやり取りをしたが、学校では暗黙の了解として、二人に話しかけることはなかった。彼らも優愛たちに話しかけてくることはなかった。

　お互いに仲の良いところを見せると面倒なことになるとわかっていた。

　サークル活動を通じて、優愛は律が建築家志望で、主に都市開発に携わりたいのだと聞いた。この散歩サークルに参加するのも将来を見据えて、色々な街のつくりや公園の配置、公共施設の配置、生活道路などの配置を実際に自分の目で見て、歩いて、体感したいからだと知った。

　優愛が活動に参加するようになって一年が経過した。この日は山の清掃ボランティアを兼ねての散歩だった。

　動きやすい格好で、軍手とゴミ袋を持参する。今日もまさに散歩日和の快晴だった。

　いつものリュックサックに今日も律リクエストのおはぎを詰め込んで、優愛は集合場所に向かった。

　県境にあるその山は気軽に登山を楽しめる場所としても有名で、優愛も小さい頃は父親に連れられてよく登った山だった。

　今日はそこのハイキングコースのゴミ拾いをしながら中腹の広場を目指すことになっている。

　整備された街の道とは違う山道でのハイキングはそれはそれで楽しかった。

「優愛は見た目のわりに体力あるよな」

　順調に元気よく山道を登る優愛に対して、若干息を荒らげている落合と律が呆れたような眼差しを向けてくる。

「二人が体力ないだけじゃない？」

「俺は肉体派じゃないんだよ……読書が好きな文学青年なんだ」

「俺も頭脳労働タイプなんだよ」

　情けない言い訳をする男二人を置いて優愛は、足取りも軽く山道を登っていく。

　整備されている登山道とはいえ、マナーの悪い登山者はいるのだろう。

　登山道の脇の草むらなどに、缶ジュースやペットボトルのごみ、食べ物の包装などのごみが落ちている。

　それらを手際よく拾ってゴミ袋に入れながら、山を登っていると、遠くから「きゅーん」という鳴き声が聞こえてきた。

　小さなその声は、まるで助けを求めているように優愛には聞こえて、立ち止まる。

「どうした？　優愛？」

　声をかけてきた律に、優愛は静かにしてと言うために、唇の前に人差し指を立てて、瞼を閉じる。

　耳を澄ませみると、極かすかな鳴き声が再び聞こえてきた。さっきよりその声は切迫しているように聞こえた。

　パッと目を開けると律も落合も何かに気づいたのか、眉間に皺を寄せている。

　三人は無言で周囲を見渡す。

「くぅーん」

　三度聞こえてきた声に、優愛は方向を定める。

「あっち。聞こえた？」

「ああ、聞こえた」

　脇の藪の中を指させば、律も落合も頷く。優愛が藪に向かって歩き出そうとすると、落合に腕を掴まれた。

「待てよ。何か弱っているみたいだけど、危険な野生生物かもしれない」

「この山はお父さんと何度も登ってるけど、熊とか危険な野生動物はいないから大丈夫！」

　優愛と落合が言いあっている間に、律が二人の間をすり抜けていった。

　先ほどまでバテバテに見えたのに、それが嘘のように足早に藪の中に分け入っていく。

　優愛もその後に続いた。

「ああ、もう！　お前ら待てよ!!　正規の山道を外れるのは危ないって！」

　文句を言いながらも落合が優愛たちの後を追ってくる。藪を掻き分けて進めば、鳴き声がよりはっきりと聞こえてきた。そして、今までは木々に遮られて気づかなかった異臭が鼻をついた。優愛は袖口で鼻を押さえて前に進む。

　何だかひどく嫌な予感がした。鳴き声の元を探して歩いている間も、その声はどんどん弱っているように思えて、優愛は焦る。

「優愛！　それ以上来るな！」

　前を歩いていた律が不意に立ち止まり、焦ったように振り返ったと思えば大声で制止される。

　しかし、一足遅かった。優愛はその光景を見てしまった。

「……なにこれ……」

　そこには言葉に出来ない光景が広がっていた。優愛は呆然とその場に立ち尽くす。

　いくつもの動物用のゲージが散乱し、中には動物の亡骸が入っているようだった。

　鳴き声はその亡骸の山の中から聞こえて来ていた。

　律は躊躇うこともなくその場所に歩みを進めて、鳴き声の主を探している。

　優愛たちに遅れてその場所に辿り着いた落合もその光景に絶句したようだった。彼は動けずにいる優愛の体をそっと反転させて、目の前の光景から視線を引き剥がしてくれた。

「優愛、和樹さんに電話してくれ。子犬が二匹生きてる！」

　律の泣きそうな声が聞こえてきて、優愛はやっと呪縛がとかれる。

　──生きてる。あの中に生きてる命があった！

　あの小さな鳴き声は、初めに優愛が感じ取ったように、まさに命がけで助けを求めていたのだろう。

「わかった」

　優愛は携帯電話を出して、すぐさま和樹に連絡した。幸い電波は通じて、和樹は待つこともなく電話に出てくれた。

『どうしたの？　優愛ちゃん？　何かあった？』

　優愛が手短に今の状況を伝えると、彼の声が険しいものへと変わった。

『わかった。優愛ちゃんたちは今どの辺の位置まで登ったか教えてくれる？』

「さっき中腹の広場まで後一キロの看板を通り過ぎたところです」

『じゃあ、優愛ちゃんたちの方が先に進んでるな。俺はこのまま先に下山して、車を回すから君たちはその子犬を連れて、降りておいで。駐車場で合流しよう。その場所には他のメンバーも向かわせる。後登山道の管理会社にもこちらから連絡を取るね。誰か一人残って案内出来るようにしてくれるかな？』

　和樹の落ち着いた声を聞いているうちに、鼻の奥がつんと痛みを覚えた。視界が滲む。

　優愛は振り向いて、律と落合に和樹の指示を伝える。律は亡骸の山から何かを拾い上げて、首に巻いていたタオルで包んだ。

「じゃあ、俺が残るよ。椎名はその子犬と優愛を連れて行け」

「わかった。頼む」

　言葉少なに打ち合わせた二人は、すぐさま行動に出る。

「優愛、行こう」

「でも……」

　促されても、優愛はその場から動けなかった。何もできないのはわかっているが、この場を離れることも出来なかった。

　そんな優愛に、律がタオルに包んだものを見せてきた。

「鳴き声の主はこいつらだ。俺は山道になれてない。一刻も早く和樹さんのところに行くには、山道になれている優愛が行った方が速い。だから協力してくれ」

　差し出されたタオルに包まれていたのは、生後間もない二匹のコーギーだった。

　助けられたことがわかったのか、二匹の気力は尽きかけているように優愛には思えた。

　一刻も早く、適切に処置できる場所に連れて行く必要があるのが、見て取れた。

　優愛はこくんと一つ頷くと、タオルごと二匹を受け取った。先に立って藪を掻き分けて歩く律の後ろに続く。腕の中の子犬たちは、いまだに小さな声で泣いていた。

　先ほどの凄惨な光景を見た直後のせいもあって、あの中でも生きていたこの小さな命がとても尊いものに感じられて、優愛は涙が溢れそうになる。

「大丈夫だ、優愛。二匹ともちゃんと生きてる。絶対に助ける」

　まるで優愛の状況が見えているみたいに、前を歩く律が声をかけてくる。

　その声に宿る決意に、優愛も頷いた。何度も──

　優愛は子犬を抱く腕にぎゅっと力を込めて、律の後を追う足を速める。

　──助けなきゃ。泣いてる場合じゃない。この子たちを助けなきゃ。

　奥歯を噛んで優愛は涙を堪えると歩みを進めた。

　ハイキングコースに戻るとサークルメンバーが数人こちらに向かって歩いてくるのが見えた。和樹に事情を聞いたのか、皆の表情は険しかった。

「椎名君！　優愛ちゃん！」

「この奥です。俺たちが歩いてきた後が残ってると思います。落合が傍に残ってる」

「わかった。君たちはとりあえずその子犬を連れて行ってくれ。後は俺たちが何とかする」

「お願いします。女性の方はいかない方がいい。本当にひどいことになってるから……」

　そう言って、律は視線を地面に向けた。その横顔が何だか泣きそうに見えた。

「わかった。頑張ったな」

　比較的、律と仲良くしているその人は、ポンと律の頭に手を乗せると、藪の中に分け入っていった。他のメンバーもその中に続き、女性メンバーがこの後来る山の管理会社の人の為にその場に残った。

　それらを見送った律は表情を引き締めると、「優愛、行こう」と声をかけてきた。

　優愛と律は子犬たちを連れて、ハイキングコースを足早に進む。登りの半分の時間で登山道の入り口に辿り着く。

　駐車場には和樹が待機していた。二人は和樹の車に乗って、一番近い動物病院に向かった。

　和樹は既にカーナビで場所を検索していたのか、迷うことなく動物病院に辿り着いた。

　奇跡的に生き残っていた二匹は生後十日程ではないかと言うことだった。

　これは後で知ったことではあるが、あの凄惨な光景を作り出したのは市内にあった悪質な自称ブリーダーによるものだった。

　無計画に犬を増やし、その結果多頭飼育崩壊を起こしたそのブリーダーは、犬の管理が面倒になり、経営難も相まって廃業を決めた。その際、ペットの処分に困り、山の奥に彼らをごみと一緒に遺棄した。優愛は知らなかったが、あの場所は少し離れた所に県道に繋がる道路があるらしい。トラックで山を登り、人目に着かないようにと山を下り、あの場所に遺棄したとのことだ。

　彼は優愛たちの通報により、のちに不法投棄で逮捕されている。

　今回、助かった二匹は遺棄された後に生まれたものらしい。彼らの傍には母犬と思しきコーギーが二匹を守るように倒れていたと後で律が教えてくれた。

　一命をとりとめた二匹の子犬の処遇について、どうするかと話し合った時、律は迷いもなく自分が引き取ると言った。

「俺が見つけた子犬だから、俺が責任を持って育てます」

　彼はその宣言通りに、両親に連絡し、二匹を引き取った。もともと愛犬家だった律の両親も事情を知ると、すぐに頷いてくれたらしい。

　多分、その時だ。優愛が律を一人の男の人として意識したのは──

　背筋を伸ばして、拳を握る男の子は、優愛の知らない大人の男の顔をして見えた。

　寡黙で綺麗な顔をした男の子が、特別になったのはあの瞬間だ。

　目をそむけたくなるような凄惨な光景の中に迷わず進んでいった背中に、子犬を引き取ると言った横顔に、優愛は急速に惹かれていった。

　あれから──十年。優愛はずっと彼に恋している。







３）彼女の諦め　彼の焦り








　律と約束した日は、これまた散歩日和のいい日だった。

　朝早めに起きて、おはぎを重箱一杯に作った優愛は、それを風呂敷に包んで律の家に向かう。

　少し肌寒いくらいの気温だが、荷物を持って歩いて行くうちに、体が温まってくる。風の中にふわりと金木犀が香り、季節が秋なのだと実感する。

　現在律は実家を出て、自分がデザインした一戸建てに住んでいる。

　約束の十分前に律の家に着いた優愛は、チャイムを鳴らす。

『はい』

　まだ少し寝ぼけたような声がインターホンから聞こえてくる。

「おはよう。三宅です。来たよ」

　答えた途端に、わふんわふんと、二匹の犬の声がインターホンの向こうから聞こえてくる。

『今開けるからちょっと待ってて』

　ぶつんという音と共に、インターホンの通話が切れた。ややあって玄関の扉が開かれる。

「おはよう」

　寝起きなのか、乱れる髪を手櫛で整えながら律が出て来た。大人になってからかけ始めた眼鏡を今日はしていない。白いシャツにブラックジーンズというなんてことない格好なのに、強烈な艶を醸し出している。

　──うん。今日も綺麗だよね。

　いくつになっても律の美しさは変わらない。お互いもうすぐ三十歳になる。少しくらいくたびれて、オッサン臭くもなれば、優愛のこの気持ちも冷めるかもしれないのに──彼は年齢を重ねるごとに精悍さを増し、男の色気を身に纏っていくように優愛の目には見える。

「おはよう。まだ寝てたの？」

「うん。さっき起きた。ごめん」

「いいよ。これリクエストのあったおはぎ。枝豆はぎりぎりで生のものが手に入ったよ」

　そう言って、優愛は抱えてきた風呂敷包みを律に渡す。

「ん。ありがとう」

　素っ気ない返事のわりに、律の顔は柔らかにほころんだ。

　──本当に和菓子が好きだよねー。

　そう思う。彼ほどの財力があれば、優愛の手作りの和菓子ではなくても、もっと老舗の高級和菓子など取り寄せ放題だと思うのだが、高校生の頃から律はずっと優愛の作るものを好物にしてくれている。

　それが嬉しくて、つい優愛もねだられると、張り切ってリクエストされたものを作ってしまう。

　玄関先で律と話していると、わふわふ、という声と共に、かりかりと何かを引っ掻く音が聞こえてくる。

　居間の出入り口のドアのところに、ペットゲートに手を掛ける二匹のコーギーが見えた。

　ペットゲートのせいでこちらに出てくることは出来ないが、優愛の姿を認めて尻尾をぶんぶんと振っている。優愛が自分たちの方に振り向いたことで、ウェルシュコーギー特有のつぶらな瞳がきらきらと輝いている。

『優愛だ！』

『優愛が来た！』

『遊んで！』

『遊ぼう！』

　まるでそう言ってるように見える。あの日、奇跡的に助けることのできた二匹は、律の家族の元で、順調に育った。律が社会人になり、この家に引っ越してきた際、二匹を連れて来ていた。

「陸！　海！」

　名前を呼べば、二匹はわふわふと嬉し気に鳴きながら、その尻尾をぶんぶんと振る。

　最近では減ってきてはいるものの、ペンブローク種のコーギーはペットショップなどで購入する時はすでに断尾されていることが多い。動物病院で、希望があれば断尾もできると説明されていたが、律は切らないことを選んだ。遺棄された後に生まれた二匹。あの凄惨な光景の中で、奇跡的に助かった命をこれ以上、人間の都合で、傷つけたくないと言っていた。

　優愛は靴を脱ぎ、家の中に上がる。先に居間に向かった律がペットゲートを開けると、二匹が優愛に向かってダッシュで飛んでくる。

　二匹はもう十歳を超える年齢になっているが、いまだに元気で毛並みもつやつやとしている。何だかんだと律がまめにケアをしているからだろう。

　ふわふわモフモフの二匹にまとめてアタックされて、さすがの優愛も転びそうになるが、何とか受け止める。

　わふわふと懐いてくる犬たちの可愛さに、優愛の顔は自然に笑み崩れる。

「陸、海！　元気だった？」

　しゃがみ込んで、ほぼ一月ぶりに合う二匹の頭を順々に撫でる。

「いつまでもそんなところにいないで、入って来いよ。陸、海、カム！」

　律がコマンドを発すると二匹は、名残惜しそうにしつつも律の元に向かった。

「うん。今行く」

　優愛も立ち上がりスカートに着いた二匹の毛を手で払って、二匹の後に続いた。

　居間に入ると、律はダイニングテーブルの傍に立っていた。優愛が持ってきた風呂敷包みをそっと置いている。

「お茶を淹れるから、炬燵に入って待てって」

「わかった。ありがとう」

　優愛は律に言われるままにラグと一体化している低床ソファに座る。律の居間には既に炬燵が出されていて、優愛は遠慮なくその中に足を入れた。

　優愛が座るとすぐに陸と海が優愛の傍に寄ってくる。二匹が優愛の膝の上に乗ろうと足をかけてくる。

　その愛くるしさに優愛は二匹の頭をわしゃわしゃと撫でまくる。

　律の家は二匹が自由に動けるようにと、居間はすっきりと片付けられている。

　生活能力が著しく低い息子のために、彼の母親が週に二回ハウスキーパーを手配しているから、今彼の部屋はきれいに保たれている。

　一人暮らしを始めた頃の律の部屋はひどかった。汚部屋と言われても仕方ない有様で、優愛も遊びに来るたびに部屋を大掃除する羽目になった。

　何度、律に小言を言ったのかわからないほどだ。

　彼の母親もそれを見かねたのか、コーギー二匹のためにも週二回ハウスキーパーを入れさせた。そうしなければ、陸と海を実家に連れて帰ると律を脅したので、彼も渋々と従った。

　おかげで今は、部屋は清潔に保たれて、陸も海も快適に暮らせているみたいだった。

「お待たせ」

　律がお盆に緑茶の入った湯のみとおはぎを持って戻って来た。

「熱いから気を付けて」

「ん。ありがとう」

　優愛は渡された湯飲みを手の中に包むように持った。律が拘って選んだ湯呑は地厚な焼き物で、手のひらにしっくりと馴染む。指先に少し熱いくらいの温度が伝わって、冷え性の優愛の指先を温めてくれる。

　一息吹きかけて、優愛は緑茶を口にする。口の中に柔らかな甘みと爽やかな緑茶特有の香りが広がった。

「美味しい」

　ホッと息を吐く優愛に律は満足そうに微笑んだ。

「律はお茶を淹れるのが上手いよね。すごく美味しい」

「そりゃよかった。プロの優愛に褒められるなら俺の腕もなかなかのもんだな」

　得意げな律に優愛は小さく笑い声を上げる。コーギー二匹はよく躾けられているおかげで、二人がお茶を飲んでいる間も大人しく優愛の両脇に寝そべっている。

「おはぎもらうな」

　そう言って、皿に移した優愛が作って来たおはぎに手を伸ばした。

「全部、今食べるの？」

　ずんだ、餡子、きなこ、ごまの四種類を作って来たが、律はそのすべてを一個ずつ持って来ていた。

「うん。朝ごはんまだだから、ちょうどいい」

　好物のずんだ餡から手にした律は、一口でそれを頬張った。

「んーやっぱり優愛の作るおはぎが一番美味しい！」

　本当に美味しそうに食べる律を見ていると、優愛の心の中も温かいもので満たされる。

　──結局、この顔が見たくて、ねだられると作ってきちゃうのよね。

「それならよかった」

　しかし、次々におはぎを食べる律を見て、優愛の顔には苦笑が浮かぶ。

「何だ？」

　それに気づいた律が首を傾げて優愛の方を見てくる。

「いやー普通のおはぎよりは小さく作ってきたつもりだけど、よくそんなに食べられるなーって思って……その細い体のどこに入るの？」

「朝ごはん食べてないから、お腹が空いているんだよ」

　けろりとそう言って、最後の一個のきなこのおはぎを口にする。

　指に付いたきなこをぺろりと舐めた律は、両手を上げて伸びをした。

「優愛、今日これから何かしたいこととかあるか？」

「特にはないけど？」

「じゃあ、久しぶりに散歩でも行かないか？　陸と海も連れて」

　散歩の言葉にそれまで大人しくしていた二匹が、むくっと首を上げて、尻尾を振りだす。

「いいよ。お昼はどするの？」

「ハウスキーパーさんが惣菜を色々と用意してくれてるから、適当にそれをお弁当に詰めて、優愛のおはぎも持って、出かけたい」

「いいね」

　今日は律の言う通りに散歩日和の良い天気だ。久しぶりに二匹と律と出かけるのも楽しそうだと思った。

　それから二人は台所に立ちハウスキーパーが律のために用意した惣菜をお弁当に詰め、おにぎりを握って準備した。

　律がクローゼットからピクニックバスケットを出して来た。それに準備した惣菜とおにぎり、優愛が作ったおはぎを詰める。

　散歩と聞いた二匹はリードを咥えて持ってくると、そんな優愛たちの足元で期待に目を輝かせてまとわりついて来る。

「陸、海、ステイ」

　準備が整って、二人に首輪を付けるために律がコマンドを発する。

　二匹は大人しく座って、律と優愛が首輪を付けてくれるのを待った。しかし、二匹が大人しくできていたのは、そこまでだった。

　律と優愛がそれぞれ一匹ずつリードを持てば、嬉しそうにちょこちょこと歩き出した。

　歩くたびに尻尾がご機嫌に右に左に揺れている。

　──可愛い。

　人からの愛情を疑わない様子に、律がどれだけ二匹に愛情を注いでいるのかがわかる。

「久しぶりに運動公園でも行かないか？　そろそろ金木犀が見頃だろ」

「いいね。あそこなら犬の散歩も出来たよね」

　律の運転する車に乗って、運動公園に向かった。二匹は後部座席に優愛と一緒に座った。

　二匹は窓枠に手を付いて、流れていく景色を興味深そうに眺めていた。

　わふわふと声をあげて、時々に、場所を交代している。

　運動公園に着いて、二匹を下す。金木犀の良い香りが風に流れてくる。

「いい匂いだな」

　風に流れてくる金木犀の香りに、律は瞳を柔らかに細めた。

　二人はそのまま二匹を連れて、金木犀が咲く場所を目指した。

　陸と海はよく歩く。年を取ってその運動量は落ちたものの、今も散歩は大好きだ。

　ふんふんと鼻を鳴らして、地面の匂いを嗅ぎ、気になる草花を見つけては走り寄り、よその家の犬に挨拶をする。ご機嫌な犬たちを連れての散歩は楽しかった。

「やっぱり綺麗！」

　金木犀が咲くその場所に辿り着いて、優愛は感嘆の声を上げる。金木犀は十年前と変わらずに綺麗に咲いていた。

「そうだな。綺麗だ。変わらないなここは」

「うん。大事に残されてるんだね」

　きちんと管理されているおかげか、この運動公園の草花はどれもいつも生き生きとしている。

　優愛は瞳を細めて、金木犀の香りを楽しむ。

「初めてここに来た時、優愛が言った言葉があるだろ」

「うん？」

「古き良きものを残しながら、新しいものに伝えるって。あれがすごい印象に残ってて、都市の再開発に関わるたびに思い出す。全部を新しく便利にすることも良いけど、その土地、その土地にある古くからあって、良いものを次の世代に残すって言うのが、俺の理想だ」

　そう言いながら、律がとても柔らかに微笑んだ。その笑みに、優愛は見惚れた。

「仕事で迷うたびに、あの時の優愛の言葉を思い出すんだよ」

「そうなんだ……」

　昔、何の気なしに放った言葉が、こんな風に律の中で深く受け止められていると思っていなくて、優愛の心にさざ波をもたらした。

　くすぐったさと誇らしさと、嬉しさが混ざり合ったその感情は、優愛の心を浮き立たせた。

「あ、椎名先輩！」

　そこへ見知らぬ女性の声がかけられて、優愛と律はハッとして、後ろを振り返る。

　振り向いた先に、満面の笑みで、律に向かって手を振る女性が立っていた。

　運動公園に来るには不釣り合いなピンヒールにスーツ姿の彼女は、律が振り向いたことでこちらに歩み寄って来た。

「こんにちは！　ここで椎名先輩に会えるなんて！」

　感激したように笑う彼女はとてもきれいな人だった。胸元まである茶色のストレートの髪、目鼻立ちがはっきりした彼女はモデルをやっていると言っても頷ける容姿をしていた。

「西にし本もと……」

　律の顔が見慣れた無表情なものに変わる。雰囲気まで硬くなる。

「よくここのお話をされてましたよね。都市開発のプランに迷うとここに来るって！　今日、お休みだったから、もしかしてと思っていたんですが、本当に会えるなんて嬉しいです！」

　西本と呼ばれた彼女の視界には、律しか映っていないのだろう。隣に並ぶ優愛の存在に気づくこともなく、キラキラと瞳を輝かせた彼女は、積極的に律に話しかけている。

「私、休日出勤して、今任されている再開発のプランを考えていたんですけど、煮詰まってしまって、気分転換に椎名先輩が話していたここの金木犀のことを思い出したんです！　それで、思い立ってここに来てみたんです」

　──ああ、彼女も律が好きなんだろうな。

　あまりに見慣れた光景に、優愛は内心でひっそりとため息を吐いて、苦笑する。

　この十年で、何度こうした光景に出会ったかわからない。

　表に出すような真似をしたことはないが、こういった場面を見るたびに、優愛の心はどうしてもざわついてしまう。

　休日に律に思いがけずに会えたことに喜びを全身で表している彼女は、優愛の目にはとても可愛らしく映った。

　並び立つ二人は美男美女のお似合いのカップルに見えて、優愛の胸は痛みに疼いた。

　能面みたいな顔をしていても律が話に応じているあたりで、親しい相手なのかもしれない。普段の律なら、プライベートの行動中に興味のない女性に話しかけられても、気づかないふりが常なのに、淡々としてはいるものの彼女に応じていることも、優愛の胸の疼きに拍車をかけてしまう。

　話しぶりからして、律の職場の後輩だろう。

　──それなら仕方ない。

　そう自分に言い聞かせて、疼く胸の痛みを紛らわせる。

　仕事の話なら優愛は離れていた方が良さそうだ。これ以上、二人の傍に居ると、馬鹿な嫉妬に駆られそうだ。

　優愛は犬たちを連れて、二人の傍を離れようと思った。

　律が見知らぬ人間と話しているから、二匹は大人しく足元にいるが、先ほどからその瞳は優愛に『お散歩もうお終い？』『まだ歩けるよ？』と訴えかけて来ている。

　二人の話はまだまだ終わりになりそうにない。

　優愛は二人の話の邪魔をしないように、そっと静かに律の手からリードを取ろうとした。

「優愛？　どうした？」

　気付いた律が優愛の方を振り向いた。やっと西本が優愛の存在に気づいたように、こちらを見た。そのまなざしの鋭さに、優愛は内心でたじろぐ。先ほどまでのにこやかさはそこにはなかった。

　これは最初から優愛の存在に気づいていて、それでもあえて無視していたのだろうと察した。

「陸と海がまだ歩きたそうにしてるから、散歩の続きに行ってこようかなって……」

　西本の眼差しの強さに、優愛の言葉は徐々に尻すぼみに小さなものなっていく。

　律は彼女の険のある表情には気づいていない。優愛と犬たちの様子を気にしている。

「だったら俺も行くよ。だから、西本、仕事の話は……」

　律がそう言いかけた途端に、「あ、この子たちって、椎名先輩のデスクに写真が貼ってあるコーギーちゃんたちですか！」西本が声を上げた。

　彼女はしゃがみ込むと陸と海を撫でようと手を伸ばす。再びニコニコと笑い出した彼女の変わり身の早さに、優愛はいっそ感心すら覚えた。

「写真よりも可愛いですね！」

　笑った彼女が陸と海を撫でる。人に撫でてもらうのが大好きな二匹は、嬉しそうにはむはむと声を上げて彼女の手を受け入れた。

「やーん！　可愛い！　あの写真のやんちゃぶりが嘘みたい！」

　二匹を撫でながらの西本の言葉に、優愛は興味を引かれた。

　──律は一体どんな写真を貼ってるのかな？

　自分が知らない職場での律の様子が知りたくなるが、西本に尋ねる勇気はない。

「お散歩中だったんですね！　お邪魔してごめんなさい」

　立ち上がった西本が、優愛に向かって微笑みかけてきた。その途端、何故か優愛の背筋をぞくりとしたものが駆け下りて、思わず身構える。

「でも、椎名先輩とこうしてゆっくりとお話できる機会はめったにないので、申し訳ないんですが、少しの間、ペットシッターさんはワンちゃんたちを散歩に連れて行ってもらっていいですか？」

　彼女が何を言っているのか、最初は理解できなかった。それは律もだったのだろう。呆気に取られて二人は固まった。

「西本！」

　先に我に返ったのは律だった。怒りをあらわにした表情で、叱責するように彼女の名前を呼んだ。それで優愛もやっと驚きから解放される。

　──ペットシッターさんかー。

　自嘲と共にその呼び名を繰り返す。西本は悪びれた様子もなく、律に向かって拝むようにぱんっと両手を合わせた。

「先輩！　ごめんなさい！　でも、こんな風に椎名先輩に相談を聞いてもらえる機会なんてないから！　お願いします！　私の相談に乗ってください！　私、本当に煮詰まってて！　ペットシッターさんもお願いします！」

　繰り返されるペットシッターの呼びかけに、優愛は何だか笑い出したくなる。

　お前ごときが、椎名律の彼女のわけがない。彼女だなんて絶対に言わせない。

　被害妄想かもしれないが、そんな彼女の強すぎる心の声が聞こえる気がした。

　──まあ、釣り合ってないよね……知ってる。

　傍から見ても律に合うのは、西本のような綺麗な女性で、優愛のような平凡極まりない容姿の女ではない。二人が並んでいても、恋人には絶対に見えない。

　良いところ、彼女が言うところのペットシッターなのだろう。現実を突きつけられて、優愛は自分が傷つけばいいのか、納得すればいいのかわからなくなる。

「勝手なこと言うな！　優愛はペットシッターじゃない。彼女は……！」

「律」

　怒る律が何かを言いかけるのを遮るようにその名を呼んで、優愛は彼の手から陸のリードとピクニックバスケットを取る。

「優愛？」

　律は優愛の行動に戸惑ったように、こちらを見た。それに優愛は微笑んで見せる。けれど、彼の瞳に映る自分の笑みは、どこか引きつって歪なものだった。

　それでも優愛は笑う。笑って見せる。強がりだとしても、今は構わない。

「私は大丈夫だから、彼女の話を聞いてあげたら？　仕事の事みたいだし、これだけ必死なんだもの。私は陸と海と少し歩いてくるよ」

　優愛の言葉に西本の顔が、勝利を確信して輝いた。

「ありがとうございます！　では、ワンちゃんたちはお願いしますね！　椎名先輩！　ペットシッターさんもこう言っているので、もうちょっと相談に乗ってください！」

　この機会を逃してなるものかと言わんばかりに、西本は律の腕に飛びつくように抱き着いた。その豊満な胸を押し付けるようにしているのが、優愛の位置からも見えた。

「優愛！　待って！」

　律が引き止めるが、優愛はその声が聞こえない振りで、「陸、海。ＧＯ！」とコマンドを発した。

　二匹は散歩の続きが出来ると尻尾をふりふりして歩き始めた。優愛はその揺れる尻尾だけを見つめて歩き出す。

「優愛！」

　律の声が聞こえるが、同時に「椎名先輩！」と言う西本の甘えた声も聞こえてきた。

　西本が律を引き留めている間に、二人から少しでも距離を取りたくて、優愛は速足で歩いた。後ろは振り向かなかった。

　律に絡みついている西本を見たくなかったのだ。

　──意気地なし。臆病者。

　心の中で自分のことをそう罵る。本当は律の傍にいたいのに、二人の時間を邪魔しないで欲しかったのに、優愛はそれを西本に言えなかった。

　──ペットシッターさんかー。

　見上げた秋晴れの空が、滲んで見えた。

　悪意と嫉妬があったとしても、西本が突きつけてきたものが現実だ。

　優愛と律が一緒にいても、誰も二人を恋人とは見ない。友人としてすら一緒にいるのが不思議な組み合わせだと思われている。

　その現実がひどく痛かった。優愛は空を見上げたままに、大きく息を吐く。

　──やっぱり。そろそろ諦める時が来たのかな。

　西本の何気ない言葉が、優愛の十年積み上げてきた心を折ってしまった。

　何てことない一言に、何故ここまで自分がダメージを受けるのか、優愛にはわからなかった。





　☆






　陸と海を連れた優愛の背中が遠くなっていく。頑なな後ろ姿に、律の中に焦りが生まれた。すぐに優愛を追いかけようとしたが、それを西本が阻んだ。

「椎名先輩！」

　甘えてくる後輩が鬱陶しくて仕方ない。律は自分の腕に絡みつく西本を引き剥がそうと彼女を振り返る。縋るようにこちらを見上げてくる女の顔は、律が最も嫌悪するものだった。

　胸を強調するように律の腕に押し付けてきて、それでいて庇護欲をそそるだろうと言わんばかりの上目遣いの表情は、自分の見せ方をよく知っている計算高い女のものだ。

「お願いです！　本当に私は困っているんです」

「離せ」

　律は西本の手から自分の腕を少し乱暴に引き抜く。

「きゃっ！」

　小さな悲鳴を上げて、西本はよろけた。

「優愛はペットシッターじゃない。勝手に人の人間関係を決めつけて、失礼なことを言うな」

　怒りで表情を凍り付かせた律の言葉に、西本が怯んだように肩を竦めた。

　彼女が社内で律を落とすと宣言していることは知っていたが、律は西本に興味は一切なかった。一緒に仕事をする後輩以上の感情を持ったこともない。そこそこ優秀ではあるが、どこか独善的な彼女の事を律はむしろ苦手としていた。

　だが、取引先の重役の娘で、あまり無下にもできない。そこが非常に厄介だった。

　本人もそれをわかっているからか、時に強引なアプローチを律に仕掛けてくる。

　休日に偶然出会ったからと言って、仕事の相談を持ち掛けられても、迷惑でしかなかった。本当なら、声をかけられた時点で無視をしたかった。

　だが、今となっては、そうしてしまえばよかったと言う後悔が、律の胸に広がっていた。

「で、でも……あの人も、否定しなかったじゃないですか」

　律の威圧におどおどとした様子で、西本が反論してくる。

「優愛は優しいから、君の失礼な態度に怒れなかっただけだ。彼女は俺の高校時代からの大事な人だ」

「付き合ってるんですか？　彼女なんですか？」

　あんな野暮ったい女の人と？　と後に続きそうな口ぶりで、律の怒りに拍車をかける。

　──余計なお世話だ。優愛は可愛い。

　心の中でそう毒づく。

「それは俺のプライベートだ。俺が優愛と付き合っていようがいまいが、西本には関係ない」

「関係ならあります！」

　西本が叫ぶようにそう言った。彼女の言葉に律の眉間に皺が寄る。

「私は椎名先輩が好きです！　だから！　椎名先輩が彼女と付き合っているなら、二番目でもいいです！　私とも付き合ってください」

　必死な顔をした西本が律に抱き着こうとしてくるのを、律は不機嫌もあらわな顔で避ける。

「断る」

　にべもなく告白を切り捨てられて、西本の瞳が涙に潤んだ。

　他の男が見たらその涙は、庇護欲をそそるものであるのだろうが、律の目には打算と駆け引きが覗く醜悪なものに映った。

「何で……私じゃダメなんですか……？　私、椎名先輩のためなら……私と付き合えば、椎名先輩にも利益はあるはずです！　うちのパパも椎名先輩の……！」

　再び西本が律の腕に手を伸ばしてくる。律はそれを邪険な態度で避けた。西本が傷ついた顔をするが、律の心には響かない。

「君は俺が二股をかけても平気な人間だって言っているだろ。そういう不誠実な人間だと決めつけている。不愉快だ。そんな失礼なことを言われて、君を好きになるとでも？　ついでにいえば、自分の親の権力を笠に着るタイプは、俺が一番嫌いな人間だ」

「違います！　そうじゃなくて！　それくらい私が椎名先輩を好きだってことです！　パパのことは……！」

　話し続ける西本の言葉を遮るように律は声を出す。

「たとえそうでも、先ほどからの君の言動は、俺にとってはひどく不快なものだ。これ以上、君に俺の時間を邪魔されたくない。今後は仕事以外で話しかけるのはやめてくれ」

　それだけ言い残して、律は西本に背を向ける。

「椎名先輩！」

　西本の叫びを無視して、律は優愛の後を追うために走り出した。

　──どこだ？　どこに行った？

　律は優愛を探して、運動公園内を走った。優愛が好きな花が咲いている道を探すが、彼女の姿は見つけられない。

　焦りだけが律の胸の中に広がっていく。正午を伝えるメロディーが流れて、律はハッとする。

　──昼か。もしかして中央広場か？

　そう思いついて、すぐに律は中央広場に向かった。優愛は中央広場のベンチに座っていた。

　彼女は足元に座る愛犬二匹に、水を与えているようだった。

「優愛！」

　呼びかけると、優愛がこちらを見た。律は優愛の元に走り寄る。

「……よかった。見つけられないかと思った」

　膝に手を付いて、息を整えていると、優愛が苦笑する。

「何で？　律を置いて勝手に帰らないよ？」

「でも、見つけられなかったから、焦った」

「電話くれればよかったのに」

　優愛の言葉に、律はがっくりとうなだれる。

「そうだな。何で思いつかなかったんだ俺……」

　それだけ自分が冷静さを失っていたことに律は気づく。

「随分早かったね。彼女の話は終わったの？」

「ああ。休み明けに聞くことにした」

　西本の告白を切り捨てたことは隠して、律は優愛の隣に座る。

「そう」

　頷く優愛の表情は、笑っているのに、どこか影があった。その影が、律の心を不安にさせる。

「さっきは西本が悪かった」

「何で律が謝るの？　変なの」

　優愛は苦笑して、「それよりお腹空いたから、ご飯にしない？」と提案してくる。

　それはこの話はこれで終わりにしようという、言葉にしない優愛の提案だった。

　不愉快な出来事を忘れたくて、律は優愛の提案に頷いた。

　ピクニックシートを広げて、食事にする。愛犬二匹にもおやつや水をあげる。

　愛犬とじゃれる優愛の姿はいつもであれば律に幸福感をもたらしてくれる光景のはずなのに、律はそこに見えない壁を感じた。自分と優愛との間に距離が出来てしまったような気がして落ち着かなかった。







４）彼女の見合い　彼の衝動








　律と金木犀が咲く運動公園に行ってから一週間。優愛の心はずっと曇ったまま晴れることはなかった。

　時間が経てば経つほどに、諦めが優愛の心を占領し、小さなため息が知らずうちに降り積もっていく。

　あれから律からはＳＮＳを通じて何度かメッセージをもらっていたが、何と返事を返せばいいのかわからず、ずるずると返信も出来ずにいる。

「最近、何だか元気ないわね。何かあったの？」

　仕事終わりに事務所のデスクで、スケッチブックを広げて、クリスマス用の和菓子を考えていた優愛は、女将の声にハッとして顔を上げる。

　心配そうな顔をした女将が優愛の前の席に座った。

「先週は友達と遊びに行く約束をしたってすごくいい顔をしていたのに、最近はずっと曇り顔ね。どうしたの？」

「女将さん……」

「お客さんも心配してるみたいよ？　いつもは笑ってる優愛ちゃんの顔に元気がないって」

「ごめんなさい」

　態度に出しているつもりはなかったのに、女将の言葉に優愛は自分が傍から見てもわかる程に落ち込んでいることに気づかされる。

　プライベートの嫌な出来事を仕事に持ち込んでしまっていることに、優愛の気持ちはますます落ち込んでいく。

「別に謝って欲しいわけじゃないんだけどなー」

　悄然とする優愛に女将が苦笑する。

「よし！　優愛ちゃん。おばさんとちょっとお話しようか！　お茶を淹れてくるわ！」

「あ、女将さん！　お茶なら私が！」

「いいから、いいから！　優愛ちゃんはそのちっとも進んでないスケッチブックを片付けてしまいなさい」

　女将が席を立ち、事務所に併設されている小さな台所で、お湯を沸かしてほうじ茶を淹れ始めた。優愛はため息を吐き出すと、女将に言われたとおりに、真っ白なスケッチブックを閉じて、デスクの引き出しにしまった。

「はい。熱いから気を付けて。あとこれは今日の残り物」

　女将が二人分のお茶とお店の残り物の練りきりを二つ、お盆に乗せて戻ってくる。渡された湯飲みを優愛は受け取った。鼻先にふわりと香ばしいほうじ茶の香りが立つ。

　女将に勧められるままにほうじ茶に口を付けると、ほうじ茶ならではの香ばしさが口の中いっぱいに広がった。体の芯から温めるぬくもりは、疲れていた体によく染みる気がした。

「うーん。優愛ちゃん、その顔はずばり失恋でもした？　先週言ってた好きな人と何かあった？」

　前置きも何もなく、的確に人の状況を言い当ててきた女将に、優愛は危うくほうじ茶を吹きだすところだった。

　すんでのところで堪えるが、熱いお茶が食道を滑り落ちていく感覚に、むせてしまった。

「あらあら、大丈夫？」

　立ち上がった女将が、優愛の背中を撫でてくれる。それに大丈夫だと手を上げて答える。胃の奥がほうじ茶の熱さに驚いている感じはあるが、むせるのはとりあえず収まった。

「ごめんなさいね。驚かせるつもりはなかったんだけど……」

　そう言いながら苦笑した女将が向かいの席に座り直した。

「大丈夫です。ありがとうございます」

　ぺこりと頭を下げると女将が柔らかな笑みを浮かべた。

「それで優愛ちゃん。私の勘はあってる？　外れてる？」

　女将からの問いに、優愛は何と答えていいものか迷う。

　──失恋……失恋かーこれも一応は失恋になるのかな？

　優愛は苦笑しながら、首を傾げてしまう。

「多分？　失恋したんだと思います」

「あら、疑問形なの？」

　優愛の曖昧な返答に女将がおかしそうに笑う。

「失恋と言うか、もう、諦めた方がいいんだろうなって……」

　素直な気持ちがポロリと零れ落ちた。

「諦めちゃうの？　どうして？　優愛ちゃんが嫌じゃなければ、おばさんに相談してみない？　これでも恋愛相談は得意よ？」

　茶目っ気を含んだ女将の笑みに、優愛はここ数日ずっと強張り続けていた自分の心がするりとほどけていくのを感じた。

　誰かに話を聞いて欲しかったのかもしれない。胸の奥に溜まった鬱屈はもう自分では手に負えないほどになっている。

「ずっと好きだった人がいるんです」

　優愛はぽつりぽつりと女将にこれまでの出来事を語る。女将は余計なことは言わずに、優愛の話を黙って聞いてくれた。

　先週、西本に「ペットシッター」だと決めつけられて、自分たちの釣り合わなさを実感したことまで話してしまう。

「そっか。それで、優愛ちゃんは自分に自信がなくなっちゃったのかー」

「変ですよね。こんなことで傷つくなんて……」

　手の中に包み込むようにして持っていた湯呑に、視線を落とす。

「そんなことないわよ。だってその子には、優愛ちゃんを傷つける意図があって、ペットシッターだって決めつけてきたんだもの。それで傷つかないわけがないでしょう？」

　女将が優愛の頬に手を伸ばして、そっと触れてくる。

「人の心を折る言葉っていうのはね、鋭利な刃物だってわかるものばかりじゃないのよ。何気ない一言でも、人を傷つけようって言う意図がある言葉には力が宿るものなのよ」

　慰撫するように女将の手が優愛の頬を包んだ。少しだけかさついているその手の優しいぬくもりに、優愛は泣きたくなる。

「優愛ちゃんは痛かったの。それは否定しないでいいと思うわよ。それでちょっと疲れちゃったのねー」

　──そうなのかな？

　確かに自分はあの時、痛かったのだ。西本にお前は律とは釣り合わないと決めつけられて、辛かった。自分でもわかっているだけに余計に──

「それで、十年も好きだったその人のことを、本当に諦めちゃうの？」

　女将の問いに優愛は唇を噛みしめる。

「……もういいのかなって……十年好きでいて、何も変わらない。この先だってきっと変われない」

　──私と律はきっとずっとこのままだ……。

　胸が疼くが、それが現実だ。律には西本みたいな綺麗で仕事もできる人が似合う。

　そして、御曹司の彼の結婚相手はきっとそう言う人が選ばれる。

　優愛みたいな平凡な女が、彼に選ばれることはない。シンデレラは御伽噺だからこそ、幸せな結末が用意されていたのだ。

　自分が卑屈になっていることはわかっていても、今の優愛の気持ちはどうしてもネガティブなものへと傾いてしまう。

「そう。そう思うのね」

　女将が仕方ないと言った風に苦笑する。

「じゃあ、優愛ちゃん。心機一転するために、お見合いでもしない？」

「え？」

　女将の提案に優愛は驚きに瞳を瞬かせる。

「失恋の傷を癒せるのは新しい恋だけよ。今は卑屈になってるみたいだけど、優愛ちゃんだってモテるのよ？　多分、その西本って人よりもずっとね！　私がそれを証明してあげる」

　女将がにっこりと笑った。その笑みに何故か優愛は気圧される。

「え、いや、あの……」

「実は相談所の方で、優愛ちゃんとお見合いをさせて欲しいって依頼が何件か来てたのよ。だから、優愛ちゃん、思い切ってお見合いしよう！」

　──何がだからで、どうして、お見合い？

　女将の出した結論に理解が追い付かずに、優愛は目を白黒させる。

「ふふふ……それで、その彼と西本って人を見返してやろう！　うちの看板娘を傷つけられて、黙ってられないわー」

「あ、あの！　女将さん！　お見合いって！」

「そんなに難しく考える必要はないのよ。ちょっと新しい友人を作るつもりで、映画でも見に行ってきたらいいのよ」

　どうしていいのかわからずにおろおろしている優愛に、女将が晴れやかに笑う。

「その人しか知らないから他の人の良さがわからなくなってるのかもよ？　だから、思い切って、新しい出会いに飛び込むのも一つだと思うの！」

　──新しい出会いか。

　女将の言葉に優愛の心が揺れ始める。

「他の人に会ったら、世界が変わるわよ！　男はその初恋の彼だけじゃないのよ！　新しい出会いをバンバン経験して、優愛ちゃんがいい女だってその二人に見せつけよう！」

　──そうだよね。男の人は律だけじゃない。

　ありきたりな言葉ではあるが、その言葉が今の優愛の心には慰めとなった。

　あの二人を見返したいとかそう言う思いはないが、女将の言う通りに新しい出会いが、律のことを諦めるきっかけに出来るかもしれない。

　このままうじうじしているよりは、新しいことに飛び込む方が、ずっといい気がしてくる。

「……わかりました。お願いします」

　気づけばそう答えていた。優愛の返事に、女将が満面の笑みを浮かべる。

「任せて！　私の腕によりをかけて、優愛ちゃんにぴったりの人を紹介してあげるから！」

　腕まくりをして、力こぶを作る女将に、優愛は苦笑する。

　──ほどほどでいいんだけどなー。

「優愛ちゃんは明日から連休だっけ？」

「はい。二日ほどお休みになってます」

「そう。じゃあ、今日はこの辺でもう切り上げたら？　かなり遅くなってしまったわ」

　女将の言葉に優愛は事務所の時計を見上げる。もう夜の九時を過ぎようとしていて、優愛は驚く。

　六時に閉店してから随分と時間が経っていたことに気づく。

　──女将さんに心配されるはずだわ。

「明日からの休みはゆっくり好きなことをして、気分転換をしてきたらいいわよ」

　優愛は女将の言葉に素直に頷くと、帰宅の準備をして、職場を後にした。

　駅に向かって歩いていると、風の中に金木犀が優しく香る。優愛はその香りを胸の中に思い切り吸い込んだ。見上げた空にはにんまり笑った猫の瞳のように細い三日月が昇っていた。

　細い月なのに、その輝きは地上を照らすには十分な明るさを放っていた。

　ご機嫌な月の形を眺めていると、心の鬱屈が晴れる気がするから不思議だ。

　──それにしても、私がお見合いかー。

　今まで考えたこともなかった可能性に、心はいまだに揺れ動いている。それでも新しいことにチャレンジすることは嫌いじゃない。

　不安も緊張もあるが、女将のことは信用している。

　──十年は流石に長かったもんね。これもきっといい意味での変化だ。

　そう自分に言い聞かせる。

「優愛！」

　けれど、優愛のそんな決意を思いとどまらせるように、その名前が呼ばれた。

　驚いて声のした方に視線を向けると、見覚えのある車種が路肩に停められていた。

　まさかと思っていれば、そのドアが開かれる。

「優愛！」

　すらりと長い足を覗かせた律が、少し焦った表情で降りてきた。

　スタイルのいい彼の姿が、月明かりに照らされて、鮮やかに浮き上がって見えた。

「律……何で？」

　呆気に取られて呟けば、律がホッとしたように微笑んだ。細い銀縁眼鏡のフレーム越しの瞳が柔らかに細められて、彼が優愛の元に歩み寄ってくる。

「よかった。ここで会えて。メッセージを送ったけど、返事がないから、もう帰ったのかと思った」

「あ、え、ごめん。スマホ見てなかった。どうしたの？」

　戸惑う優愛に、律が瞳を細めた。何だか泣きそうな顔に見えて、優愛の戸惑いに拍車をかける。

「いや、西本の件があってから、メッセージを送っても返事をくれないから……」

　尻すぼみで小さくなっていく律の言葉に、優愛は罪悪感に思わず視線を俯ける。

　こちらを気遣う律のメッセージに、どう返事を返せばいいのかわからなかったのだ。

　律は何も悪くない。優愛が勝手に卑屈になっていただけだ。

「ごめん。ちょっと仕事のアイディアに行き詰まってて、返事を返す余裕がなかったの」

　そう言い訳するが、これが言い訳であるのが、互いにわかっていた。

「そうか」

　律は優愛を責めることなく、その言い訳を受け入れた。

「せっかくだから夕飯でもどうだ？　それとも夕飯はもう済ませた？」

　気まずい雰囲気を払拭するように、律が声のトーンを明るくさせて誘ってくる。

「ううん。まだ、女将さんと話してて遅くなっちゃったから」

「だったら！　夕飯、食べに行こう？　俺も仕事終わりで、まだ食べてないんだ」

「でも……」

　迷う優愛の手を律が掴んだ。びっくりして、優愛は瞳を瞬かせて律を見上げた。

「今から出かけるのが億劫ならうちでどう？　坂本さんが夕飯用に惣菜を作ってくれてるから！」

「え、あ、うん。いいよ」

　どこか必死な様子の律に、優愛は思わず頷いてしまう。優愛が頷いたことに、律はホッとした顔で、優愛の手を引いて、車に向かって歩き出した。

「帰りは優愛のアパートまで送るよ。陸と海も喜ぶ」

　無理に雰囲気を明るくしようとしている律に、優愛の胸の奥が罪悪感で疼く。

　律への恋を諦めたいのは優愛の勝手で、それで彼と気まずくなるのは本意ではない。

　車に乗り込んで、彼の家に向かう間、優愛は車窓を流れる景色をぼんやりと見つめていた。住宅街の中を走っているせいか、車も人影はまばらだ。白い街灯に照らされて浮かぶ夜の街は、あまりに静かでこの世に律と優愛の二人しかいないような錯覚を覚えさせる。

「仕事、忙しいのか？」

　ぽつりと律が質問を向けてくる。優愛は車窓を流れる景色から、運転する律に視線を向けた。真っ直ぐに前を向いて車を運転する律の横顔は、どこか緊張しているように見えた。

「クリスマス用の新作にちょっと悩んでる。ケーキに寄りすぎる物は作りたくないなーって。奇抜過ぎないで、でもクリスマスってわかるものって難しくて」

「そうか」

　実際に悩んでいることを伝えると律の表情があからさまにホッとしたものに変わって、優愛の心を複雑にする。

　車で移動する間、ぽつりぽつりと互いの仕事の状況を語り合う。

　律は今地方の駅前の開発に携わっていて、市からの依頼で構想は出来ているものの住民の合意を得るのが難しいらしい。駅前の昔ながらの商店街との交渉がなかなか進まないのが原因だと語る。そんな話をしていると、律の家に着いた。

　玄関に入ると、人感センサーが反応して電気がついた。律が帰宅したことに気づいた二匹が、わふわふと声を上げている。留守番の時に使用しているペットサークルのゲージを引っ掻く音まで聞こえてくる。

「お邪魔します」

　そう言って、靴を脱いで玄関に上がる優愛に、「はい、どうぞ」と律が柔らかに微笑んだ。

　こちらを気遣ってくれる律を見ていると、自分が一人で卑屈になっていただけなのだと、実感する。勝手に卑屈になって、気まずくなっていた自分に落ち込みそうになる。

　お世辞にも人付き合いが上手とは言えない律が、不器用であっても優愛に見せてくれる気遣いに、胸の奥を温められる。

　──律の事を諦めて、お見合いしようって思った途端にこれだもんなー。

　人生、思う通りに行かないものだと、優愛は苦笑する。

　諦めたい。でも諦めたくない。優愛の心は揺れ続けている。

　律が先に立って優愛たちは居間に入る。ゲージの向こうで二匹がわふわふと声を出している。

「ただいま」

　律がペットサークルのゲージを開ければ、二匹は争うように外に飛び出してきた。

　律と優愛、それぞれに飛びかかってくる。二匹は忙しない様子で、律と優愛の間を行ったり来たりして、頭や腹を撫でろと要求してくる。もふもふとしている二匹の可愛らしさに、先ほどまでの気まずさも自己嫌悪もだいぶ緩和されていた。

　律が二匹を庭に放して運動させている間に、優愛は律の家の台所を借りて、遅い夕食の準備をする。準備といっても、律が言っていた通りにハウスキーパーが作り置きしてくれていた総菜を保存容器から皿に移して、電子レンジで温めるだけの作業だ。寒くなってきたので、優愛はそこに味噌汁を作って足した。

　優愛が温めた総菜と味噌汁を食卓に並べていると、律が二匹のためのペットフードを用意し始めた。付き合いの長さからか、何も言わなくても次に互いが何をしたいのかが、なんとなくわかる。息の合った二人の動きに、落合に「お前らまるで熟年夫婦みたいだな」とからかわれたこともある。それくらい二人にとって当たり前の光景。

　──でも、お見合いをしたら、こんな風に二人で夕飯を取ることもなくなるのかな？

　ふと優愛の胸に寂しさがよぎって、準備を進める手が止まった。

　ペットサークルの中に二匹を入れて、律が戻ってくる。

「どうした？」

「え？　何が？」

「なんか寂しそうな顔をしてる？」

　律が心配そうに優愛の顔を覗き込んでくる。不意に近づいてきた律の綺麗な顔に優愛の胸は鼓動を速める。何年経っても、この綺麗な顔を間近で見ることに慣れない。

　優愛はそっと距離を取りながら、「何でもないよ。寂しいっていうか、お腹空いたなって思って……」としどろもどろに答えれば、律が柔らかに笑った。

　彼が気の許した人間だけに見せる特別な笑み。この笑みを自分はずっと独占したかった。

　ずっと律が好きだった。今更、この人以外の誰かを自分が好きになれるのだろうかと思う。優愛の狭い世界で、律は光り輝く王子様だった。

　眺めているだけで、一緒にいるだけで、それだけで優愛は幸せな気持ちになれた。

「悪い。待たせた。そうだよな。こんな時間だしな。お腹空いたよな。手を洗ってくるからもうちょっと待ってて」

　ポンと優愛の肩を叩いた律が、手を洗いに行く。優愛は手にしたお盆をぎゅっと胸の前で抱きしめて、騒ぐ心を宥めるように息を吐くと、食卓の席に座った。

　手を洗う律の姿をなんとなく目で追ってしまう。

　──でも、女将さんの言う通りに狭い世界にいるからこそ律だけしか見えなくなってたのかも……。

　新しい出会いを経験すれば、きっと何かは変わる。変化は決して悪いものだけではないはずだ。

　待つほどもなく律も優愛の向かいの席に座った。

「いただきます」

　声を揃えて、そう挨拶すると二人は遅い夕食を食べ始める。律の家に来てくれているハウスキーパーの坂本は和食が得意で、律の好みもあって作り置きされている惣菜は和食が多い。今日はその中から、イカと大根の煮物、ひじき入りの卵焼き、ほうれん草のごま和えを食卓に出した。そこに冷蔵庫の残り物で優愛が作った味噌汁を足した。

　律は優愛が作った味噌汁に、真っ先に口を付けた。

「美味い！　今日は結構寒かったから、温かい味噌汁が染みる」

　感慨深そうにそんなことを言う律に、優愛は笑う。

「家に帰ってきた時に、温かい味噌汁があって、好きな人と一緒にご飯を食べるって幸せだろうな」

　実感のこもった律の言葉に、優愛の胸に鋭い痛みが走った。律の言葉には、具体的な誰かを思い浮かべているのが、見て取れたのだ。

　──誰か好きな人ができたの？　それはあの綺麗な後輩さん？

　そう問いたくて、でも問えるわけもなく、優愛は目線を伏せて、自分も味噌汁に口をつける。今日の味噌汁はひどくしょっぱく感じる。鼻の奥がつんと痛んだ。自分の情緒がひどく不安定に感じられて、困る。

「優愛？」

　急に沈んだ優愛の雰囲気に、律が戸惑ったように声をかけてくる。

「本当にその通りだよねーと思ったの」

　込み上げる感情を誤魔化すように優愛は、泣き笑いのような表情を浮かべて顔を上げる。

　今のこの柔らかな雰囲気を壊したくなかった。

「仕事で疲れて帰ってきた時に、こんな風に美味しいご飯が用意されてたら幸せだなって。坂本さんは本当に料理が上手だね」

「あ、ああ。本当に助かってる」

　戸惑いを色濃く残したまま律が頷いた。優愛は律の反応に気づかないふりで、パクパクと箸を進める。そんな優愛につられた様に律も食事を再開する。話を他愛ないものへと戻した。余計な想像をすれば、せっかくの雰囲気が台無しになりそうだったからだ。

「坂本さんはやっぱりプロだよね。イカと大根の煮物とか本当に絶品だった」

　夕食を食べ終えて、二人で後片付けをする。だが、それも食洗器に使った食器をセットするだけの簡単な作業だ。

　律が食後のコーヒーを入れてくれた。マグカップを手に二人はこたつでくつろぐ。

「俺は優愛の料理も好きだよ」

「そう？　ありがとう？　でも、私にはこの味はまだまだ出せないなー。調味料は何を使ってるんだろう？」

「うちにあるやつだと思うけど？」

　普段、料理を全くしない律が、首を傾げるのがおかしくなる。

「それはそうでしょ。律の家にある調味料は大体知ってるし、私も使うものだけど、この味にならないんだよね。だしの取り方が違うのかな？」

「今度、坂本さんに聞いてみるか？」

「そうだね。教えて欲しいな。お見合いがうまくいったら、花嫁修業を兼ねて坂本さんにいろいろと習いたいなー」

　優愛の言葉に、律の瞳が驚愕に見開かれた。言うつもりのなかった言葉がポロリと零れ落ちたのは、無意識だった。

　試したかったのかもしれない。優愛のお見合いに律がどんな反応を示すのか──

　律の反応は、優愛が無意識で想像するよりもずっと大きくて驚く。

「お、お見合い？　優愛、お見合いするのか!?」

　立ち上がりそうな勢いで、律が優愛の方に身を乗り出してくる。その勢いに、律の珈琲がこたつの天板の上に零れて、彼の服を濡らした。

「あ、珈琲！　律！　大丈夫？　火傷してない？」

　焦った優愛は立ち上がって、台所から布巾を取ってこようとした。

「そんなこといいから！」

　だが、律に腕を掴まれて、それを阻まれる。

「律？　でも、火傷してたら！」

「何でもない！　それよりもお見合いって何？　どういうこと？」

　律の声は決して大きなものではないのに、優愛の動きを止めるには十分な鋭さがあった。

　びっくりとして、優愛は動きを止める。

「優愛、どういうこと？」

　もう一度問われて、優愛は「女将さんに勧められたの」と答える。

「私とお見合いをしたいって人がいるから、どうだって……」

「それを受けたの？　いつお見合いするの？　どんなやつ？」

「受けたけど……まだ、何も知らないの。今日、話があったばかりだから」

　矢継ぎ早な律の問いに、優愛は震える声でそう答えると、律の表情がどんどんと消えていく。

「落合の言ってた通りになったのか。今更、横から搔っ攫われるとか、本当に冗談じゃないんだけど……」

　律が何かを呟いた。けれど、その呟きはあまりに小さくて、優愛の耳には届かなかった。

「律？」

　恐々と優愛は律の顔を見上げる。眼鏡の向こうで律の目がきらめいた様に見えたが、優愛に覆いかぶさるように近づいてきた律の顔は、影になって優愛にははっきりと見なかった。

「絶対に許さない」

　吐き捨てるように律が言った。その言葉の意味がわからずに優愛が目を見張ると、不意に腕を引かれた。

「……っん、ん!?」

　屈みこんできた律に、開いたままの唇へ噛みつかれるように口づけられた。

　鼻先に冷たく硬い感触が当たり、驚きにうっすらと開いていた優愛の唇に、ねっとりとしたものが含まされた。

「む、ん、んんっ！」

　硬い感触は律の眼鏡で、口に含まされているものが彼の舌なのだと認識して、優愛は声にならない悲鳴を上げる。

　──何、これ何で！　どうして……!?

　優愛の口の中を探るように律の舌が動き回る。その濡れた感触に、優愛の肌が一気に熱を上げた。

　歯を舐められ、怯えて縮こまる舌を絡めとられた。舌先を吸われて、口の中に唾液が溢れた。その瞬間、淫らな水音が立ち、背筋を淡い疼きが滑り落ちていった。

　驚きに見開いた目で、焦点も合わないほどに近づいた律の顔を見れば、怒ったような顔でこちらを見つめている彼と目が合った。

　視線が絡んだ途端に、キスがはっきりと甘ったるい官能へと変化する。

　──律とキスしてる……？

　その現実が受け止めきれずにいる。背中に回された律の大きな手が、優愛の体のラインを確かめるように這わされて、膝から力が抜けた。

　そのままずるずると座り込む優愛を、律のキスが追いかけてくる。

　二人一緒に床に座り込んだ。そのまま優愛は律に押し倒された。そこでやっと唇が離れた。律は何も言わなかった。吐息の触れる距離で見つめ合う。

　束の間、二人の間を沈黙が支配した。

　二人のどちらかがわずかにでも動けば、何もかもがばらばらになってしまうような緊張感が漂う。先にその緊張感を破ったのは、やはり律だった。

　無言のままただ乱暴ともいえる仕草で、再びキスをしようとその端正な顔を近づけてくる。冷たい威圧感を漂わせる律から少しでも離れたくて、優愛はずり上がって逃げようとした。

「何……律！　やめて！」

　しかし、抵抗は律の手で抑え込まれる。彼の長い手が頭上で優愛の手を一纏めにして押さえつけてくる。

「優愛がお見合いするなら、もう我慢しない」

　普段の律からは想像も出来ない、低く冷たい声に優愛は胃の奥が冷えるような感覚を覚えた。律の豹変に優愛は混乱する。

　よく見知っているはずの親友が、まるで知らない人のように思えて、怖くなる。

「何、言ってるの？　ねえ！　律！　やめて！」

「絶対にやめない」

　たいして力を入れているようにも見えないのに、律はあっさりと優愛の抵抗を抑え込み、顎を掴んで唇を塞いだ。

　驚愕に再び目を見開いた視線の先で、まるでガラス玉みたいな冷たく感情が見えない律の瞳が優愛を見下ろしていた。律が欲情しているわけではなく、ひどく苛立っている事を優愛は知る。でも、なぜ急にこんなことをするのかはわからない。

　律の舌が優愛の閉じた唇を無理やりにこじ開けて、傍若無人に口腔内を蹂躙する。

　必死に首を振って、優愛は律のキスから逃げる。

「……っやだってば！　やめて！」

　優愛が嫌だといっても律は聞いてくれなかった。まるで何も聞こえないみたいに振る舞う。律の手が優愛の服の下に潜り込んできた。

　素肌に律の手が触れる。男性にしては綺麗なあの指が、今、優愛に触れている。

　いつかは触れて欲しいと願ったこともあるのに、実際に触れられている今は嫌悪しか感じられない。優愛の肌が総毛立つ。

　優愛の肌の上でうごめく男の熱は、火傷しそうなほどに熱く感じた。鎖骨や胸の際に男の唇が触れるたび、小刻みに体が震えて唇からは微かな悲鳴が漏れる。

　体を固くして、初めて感じる感覚にただひたすらに耐える。

　いつのまにか上の服は脱がされ、曝した素肌に律の視線が注がれる。羞恥に優愛は瞼を強く閉じる。それでも律の視線の熱さは感じていた。律の眼差しに全身が炙られているみたいだ。

「……綺麗な肌。真っ白だ」

　耳元を熱い吐息がかすめた。落とされた囁きは優愛の肌への称賛だった。

「優愛の肌は柔らかくて、気持ちいい」

　そう囁いた男は、言葉のままに優愛の肌を堪能するように全身に触れてくる。

　いくつもの赤い痕が肌の上に残される。きつく吸い付かれて、ピリッと瞬間的に痛む。そのたびに優愛は、慣れない感覚に呻いて、身を震わせる。

　優愛の柔らかな膨らみを触れた男は、その感触を楽しむように揉んだ。

　男の手の中で優愛の乳房は、まるで柔らかな餅のように形を変える。

　下着をずり上げられて、まだ柔らかな胸の頂を摘ままれた。ざっと肌が粟立った。

「や……ぁ……」

　それは強い快感だった。小さく聞こえてきた音は、胸の頂を啄む音で、ぬるりと口の中に含まれれば、優愛の体が跳ねた。

　ぞわぞわとした慣れない感覚が優愛の背筋を滑り落ちていく。律は熱心に優愛の胸の頂を舐めしゃぶる。優愛は髪を振り乱して、その感覚から逃げようとした。

　彼の舌や歯が触れるたびに、体が跳ねる。立ち上がったその場所は、律の唾液に塗れて色を変え、外気の流れにすら反応するほどに敏感になる。

「律……」

　名前を呼ぶ。何度も、何度も親友と思う男の名を呼ぶ。いつもであれば、柔らかに笑って答えてくれるはずなのに、今の律は何も答えてくれない。

　優愛の肌を暴くことに夢中になっている。そのことがひどく悲しい。

　律の手が優愛の下肢に伸ばされた。スカートのゴム素材の緩いウェストから手が差し込まれて、優愛は鋭く息をつめた。足の間に触れようとする男の腕をきつく掴む。

「……やめて」

　弱々しく首を振って、律に懇願しても、それは聞き入れてもらえない。

　まだ誰も触れたことのないその場所に、下着越しに触られた。そこが優愛の限界だった。

「律っ!!」

　今まで堪えていた涙が一気に崩壊する。ぼろぼろと子どものように泣き出した優愛に、律の手がようやく止まった。

　自分を押さえつけていた体が離れた。ずっと高い体温に包まれていたせいか、それだけで体温が一気に下がったような気がした。

　律の手を逃れて、優愛は曝した素肌を隠すように体を丸めて、自分の体を抱きしめる。

　それでも寒さは去らない。体中に律の手や唇の感触が残っている気がした。

　こんな律は知らなかった。まるで優愛の人格を認めず、無理やり体を開こうとした律に、心が恐怖に竦む。

「……ひっく……ぅ……」

　優愛の嗚咽が居間に響く。それに呼応するように、今まで静かだった陸と海がひんひんと鳴き出した。

　いつもと違う二人の雰囲気を敏感に感じ取った二匹が、心配そうに声を上げている。

　その鳴き声に、律が弾かれたように立ち上がった。走るように居間を出ていった。優愛は起き上がることもできずに、さらに小さく体を丸めて泣いた。止めたくても涙が止まらなかった。どたどたと派手な足音を立てて律が戻ってきた。その手には毛布があった。

　律が恐々とした手つきで、優愛の体に毛布をかけて素肌を隠すと、胡坐をかいた自分の上に横座りに抱き上げる。

「ごめん。優愛」

　律の大きな手が、乱れた優愛の髪を手櫛で整えた。あやすようなその仕草に、先ほどまでの冷たい威圧感はなかった。いたわるように触れてくる律の大きな手は、優愛がよく知る男のものだった。単純ではあるが、それだけで優愛の恐怖に竦んだ心が徐々に緩み、体の力も抜けていく。

「ふぅ……ひぃっ！」

　ホっとした途端に、嗚咽が大きくなって、優愛を抱く律の手に力が籠められる。

「ごめん。こんなひどいことするつもりなかったんだ。ごめん……」

「な……んで？　律……」

　どうしてと問う声は、泣き声に震えて言葉にならない。

「ごめん。優愛。本当にごめん」

　謝罪が聞きたいわけじゃない。どうして、律がこんなことをしたのか、優愛は問いたいのだ。でも、うまくそれを言葉にすることができない。

　優愛の唇からはただ戦慄く吐息だけが零れ落ちていく。律の手が優愛の傷を慰撫するように、毛布の上から抱きしめられた。背中を一定のリズムで叩かれる。

　それは泣く赤ちゃんを不器用にあやす大人の手つきだった。

　先ほどは優愛をひどく傷つけ、怖がらせた手。だけど、今は泣く優愛を抱く男のぬくもりはよく知るもので、優愛に恐怖を与えない。

　その矛盾に疲れ果てて、優愛は瞼を閉じる。もう何も考えたくなかった。

　こんな時なのに、眠気が優愛を襲う。現実から逃避するように、優愛は眠りの波に引きずり込まれた。





　☆






　腕の中に抱いていた優愛の全身から力が抜けた。

「優愛？」

　そっと静かに彼女の名前を呼ぶ。けれど返事はなく、聞こえてきたのは寝息だった。

　律は優愛の顔を覗き込む。優愛は眠っていた。その顔は泣き濡れていて、律は自分がしでかしてしまったことの大きさに、今すぐに誰かに殴り飛ばしてもらいたい衝動に駆られた。だが、この場には優愛と律の二人きり。自分を殴ってくれる存在はない。

　律は優愛を起こさないように立ち上がり、客用の寝室に運び、ベッドの上にそっと静かにおろした。寒くないように彼女の体に毛布をしっかりと巻き、その上に掛け布団を掛けた。

　涙に濡れた頬を指の腹で拭う。その感触に一瞬だけ、優愛がむずかる子どものように顔を顰めた。びくりと律の手が止まる。しかし、手が止まったことが不満そうに、優愛が律の手に顔を寄せた。

　律の手のぬくもりにホッとしたように表情を緩めた優愛が、再び眠りに落ちる。

　無防備すぎるその姿に、律は詰めていた息をゆるゆると吐きだす。そのまま優愛が眠るベッドの傍らに座り込む。

「やっちまった」

　優愛が見合いをすると聞いて、理性が音を立てて弾け飛んだ。

　誰かが優愛に触れる前に、自分のものにしたいという衝動を抑えられず、嫌がる優愛を無理やり抱こうとした。

　あそこで優愛が本気で泣きださなければ、最後までしていただろう。

　そんな獣な自分が信じられなかった。最初は衝動的に優愛を誰にも渡したくないと思っていたが、途中から彼女の肌の柔らかさに夢中になっていた。

　想像していたよりもずっと柔らかで温かい体。女性らしい膨らみと滑らかな肌に、律は我を忘れていたのだ。

　この手の経験は中学の時にそこそこ積んでいたが、優愛と出会ってからは誰にも触れていなかった。夢にまで見た好きな女の肌に、溺れて彼女を傷つけた。

「最悪すぎる……」

　気分はどん底まで落ち込んでいた。律は優愛を起こさないように、静かに部屋を出ると、居間に戻った。愛犬二匹がいまだに優愛のことを心配して鳴き声を上げている。

　その声にすら自分がやらかしたことのでかさを思い知らされる気がして、律はますます落ち込んだ。ペットサークルに近寄って屈みこむと、唇の前に指を立てる。

「優愛が寝ているからシーだ」

　囁くようにそういえば、二匹はくりっとした瞳で律を見上げて、静かになる。

　まるで言葉を理解しているような二匹の行動に、律は苦笑する。

「いい子だ」

　二匹の頭を撫でて、律は立ち上がる。自分のスマートフォンを探し出し、落合の番号をタップする。

『律か？　こんな時間に何だよ？』

　昔から宵っ張りの落合は、こんな時間でも昼間と変わらない様子で電話に出た。

「今から付き合え。お前の家に行く」

『はあ？　何言ってんだ？　律？　おーい』

　短く用件だけを告げた律は、困惑する落合を無視して、通話をオフにする。

　急いで出かける用意をして居間を出ようした時に、優愛の鞄と服が目に入った。

　それを手にしたのはどうしてなのか自分でもわからない。でも気付いたら手は勝手に動いていた。優愛の仕事用の大きめの鞄に服を入れ、玄関で靴まで持っていた。

　もし、律が出かけている間に、優愛が目覚めたら、きっと出ていってしまう。それを少しでも遅らせたくて、律はそれらを車に積み込んだ。

　自分の小心ぶりに、自己嫌悪はますます募るが、今更荷物を家の中に戻す気にもならない。車に乗り込んだ律は、落合の住むマンションに向かった。

『うわ。本当に来たよ』

　辿り着いた落合のマンションのエントランスで、インターフォンを鳴らすと、呆れた声の親友に出迎えられた。

『今、開けるから上がって来いよ』

　呆れを隠さない声で、そう応じた落合は、オートロックを開けてくれた。

　マンションのエントランスを通り抜け、エレベーターに乗って、落合の部屋に向かう。

　落合の部屋の前に付くと、チャイムを鳴らす前にドアが中からあけられて、落合が顔を出した。

「よお。どうした？」

　迎えてくれた悪友の暢気そうな顔に、律はその場にしゃがみ込んだ。

　この悪友の顔を見て、こんなに安堵する日が来るとは思わなかった。

「え？　おい？　律？」

　驚いた落合がサンダルをつっかけて、玄関の外に出てきた。

「お前、本当にどうしたんだ？　顔色もすごいことになってるけど」

　尋常ではない律の様子に落合が心配そうに顔を覗き込んでくる。

「やらかした……優愛を襲った」

「はあ？」

　律の言葉に、落合が間の抜けた声を上げた。

「何がどうしたらそんなことになるんだよ？　それで？　優愛は？」

「うちで寝てる」

　落合が何とも言えない表情で、律の腕を掴んで立たせた。

「とりあえず上がれ。話は聞いてやるから」

　律は落合に促されるままに、彼の部屋に上がった。晩酌をしていたところだったのか、ワンルームの落合の部屋のテーブルには、缶ビールとつまみが乗っていた。

　律がラグの上に座ると、落合が冷蔵庫から缶ビールを持ってきた。

「とりえず飲め。それで何があったか話せ」

　正気ではいられなかった律は、落合が差し出してきた缶ビールを一気に呷った。

　喉を滑り落ちていく苦みと炭酸の刺激が、今日はいつもより強く感じた。たいしてうまいとは思えないのに、律は卑怯にも自分の罪悪感を紛らわせるために、酒精の力を借りようとした。

　けれど、酔いは全くと言っていいほど感じなかった。

　一気に三缶ほどを空ける律を、落合は何も言わずに好きにさせてくれた。落合のこういう気遣いに、律はいつも助けられていた。

「それで？　本当に何があったんだよ？」

　四缶目に手を出した律に、落合がやっと声をかけてくる。

　どう説明したものかと思いながら、律はぽつぽつと先週の出来事から今日の出来事までを語る。落合は余計なことは言わずに、黙って律の話を聞いてくれた。

「……童貞が、初恋を拗らせるとこうなるのか」

「童貞じゃない！」

　最後まで律の話を聞いた落合の身もふたもない感想に、律は缶ビールをテーブルにたたきつけて抗議する。

「たいして変わらんだろうが。やってることは思春期の中学生も真っ青なあほな行動だろ。今どきのお子様の方が、お前よりもまともだ」

　呆れを隠さない落合の眼差しに、律はいたたまれなくなる。落合が自分のビールに口を付けた。

「で？　そんなことした挙句、優愛が帰れないように荷物と靴を車に積み込んできたって、お前のその行動力は何なんだ？　支離滅裂すぎてびっくりだわ。そんな行動力があるなら、もっとやることあっただろうよ？」

　正論すぎる落合の言葉に、律はぐうの音も出ない。

「だから、こないだ言ったろ。ああ見えて、優愛はモテるんだよ。余裕ぶってる間にさっさと関係をはっきりさせとけばよかっただろうが」

　深々とため息を吐いた落合に、律の気分はさらに落ち込むが、何もかもが自業自得過ぎて、返す言葉もない。

　思い浮かぶのは、眠っているのに、涙を流していた優愛の姿だった。

　あんな風に泣かせるつもりはなかったのだ。

「まあ、でも、よかったな。そこまで拗れているなら、もう振られる心配もないな」

「もう振られたみたいなことを言うな！」

　面倒そうに落合が手を振ってくるのに、思わず反論すれば、物凄く生ぬるい眼差しを向けられた。

「お前ね？　そこまでのことしでかしておいて、上手くいくとか思ってるの？　おめでた過ぎない？　いくら優愛が寛大な女だっていても、許せることとそうじゃないことはあると思うぞ？」

「……ぐっ」

「まあ、今のお前の優愛の好感度はどう見積もっても、マイナスだ。もう失うものもないだろ。それならこの際、思い切り振られてすっきりするのも一つの手だな」

　落合の容赦ない言葉に律はため息を吐く。手にした缶ビールを再び一気に呷った。

「落合には慰めるとかそう言う優しさはないのかよ」

「お前のどこに慰められる資格があるんだよ。甘えるなよ。今、慰めが必要なのは、どう考えても優愛だろ」

「わかってるよ。自分が馬鹿なのは」

　散々に罵られて、自分の馬鹿さ加減をさらに深く自覚する。こうやって罵られたくて、自分は落合に会いに来たのかもしれない。こういう場合、この悪友は容赦なく悪いことは悪いと突きつけてくる。目線が公平だから、本当に容赦がない。けれど、しでかしたことが大きすぎて、もう本当にどうすればいいのかわからないのだ。

　優愛を傷つけたかったわけじゃない。優愛にはいつだってあのふんわりと柔らかな顔で笑っていて欲しかっただけなのに──それをぶち壊したのは自分だ。

　目に見えて、さらに落ち込んでいく律を見て、落合は苦笑する。その眼差しは出来の悪い弟を見るようだった。

「タクシー呼んでやるから今すぐ帰れ。んで、優愛に土下座でも何でもして、謝って玉砕してこい。それで、本当に玉砕した時は、大人の大失恋を記念して、やけ酒に付き合ってやるよ」

　最後の最後に優しさを見せた悪友の言葉に、律は俯いていた顔を上げる。

「もう失うもんなんて欠片もないんだから、好きな女のためにくだらないプライド捨てて来いよ」

　すとんと落合の言葉が胸に落ちる。確かに、これ以上、嫌われることはない。だったら、落合の言う通りに土下座でも何でもして、優愛に許しを乞おうと心に決める。

　この最悪な事態のまま優愛との繋がりが、切れてしまうのは嫌だった。

　わがままだとわかっていても、律は優愛が好きで、失いたくないのだ。

「やけ酒用にいい酒を用意しておいてくれ」

　そう言って、律は立ち上がる。律の言葉に落合はにやりと笑って「任せておけ」と請けおうと、スマートフォンを操作すると、タクシーを呼んでくれた。







５）彼女の始まり　彼の終わり








　目が覚めるとそこは何度か泊まったことのある律の家の客用寝室だった。

　優愛はぼんやりと木目調の天井を見上げた。

　──どれくらい寝てたのかな？

　部屋の気配はすっかり深夜だった。視線を巡らせるも、この部屋には時計がなく、時刻を知るすべがなかった。耳を澄ましても、人の気配は感じられず、家の中はやけに静かだった。

　律の気配がないことに、安堵すると同時に、不安にもなった。

　とりあえず、優愛は起き上がろうとした。しかし、素肌を隠すように毛布が全身にぐるぐる巻きになっていて、思うように身動きが取れなかった。

　それが律の慌てぶりを表しているようで、強張っていた優愛の心をほどく。

　芋虫のように身じろいで、毛布を緩ませた優愛は起き上がった。

　見下ろした自分の肌には、律が刻んだ赤い花があちらこちらに咲いていて、先ほどの行為が夢ではなかったことを優愛に教えた。

　優愛は小さくため息を吐く。あんなことがあったのに、無防備にもこの場所で眠れた自分の図太さに、笑いが込み上げる。

　──この状況で普通は寝ないよね。

　昔から、優愛は変なところが図太いと、家族や友人たちに言われていたが、その意味を初めて実感する。

　下着姿のせいで、肌寒さを感じた優愛は、部屋の中を見回してみるが、自分の服は見当たらない。

　──どうしよう？

　律と顔を合わせる勇気はない。けれど、このままでいるわけにもいかず、束の間、逡巡したものの、優愛は毛布を体に巻き付けて動き出す。

　客室から出て居間の中を覗き込む。人感センサーが反応して、部屋の電気がつく。陸と海がそれで目を覚ましたのか、鳴き声を上げた。けれど、律はどこにもいなかった。

　優愛は恐る恐る居間の中に足を踏み入れる。自分が荷物を置いた場所に視線を向けるが、優愛の服も荷物もそこにはない。

　──どこにあるのかな？

　居間の中を探すが目的のものは見つけられない。ごそごそと動き回っていた優愛は、律の車がカーポートにないことに気づく。

　玄関に行くと、律の靴と一緒に自分の靴もなくなっていた。

　──律が持って行ったのかな？

　この格好で荷物も靴もない状態では、どこにも行けないことに気づいて、優愛はため息をつく。

　──どこに行ったのかわからないけど、律が帰ってくるまで待つしかないな。

　優愛は居間に戻った。毛布で体を覆った状態で、低床ソファに座る。

　肌寒さに暖房を入れさせてもらうが、これくらいの勝手は許されるだろう。

　──こんな時間にどこに行ったのかな？

　時計を見上げれば、日付がとっくに変わっている時間になっていた。どうやら自分が二時間ほど眠っていたらしいと知る。

　律の帰りを待つ間、優愛は先ほどの出来事を振り返る。

　──何で律はあんなことしたのかな？

　体育座りした膝に額を押し付けて考えてみるがわからない。

　律への片思いに見切りをつけようとした途端に、事態が急変して気持ちが追い付かない。

　──お見合いの話を持ち出して、律の反応を見ようなんてずるいことしたからかな。

　あの時は無意識のつもりだったが、少し冷静になった今、律の気持ちを知りたくて、わざとお見合いの話をしたのだと自覚する。あの時、優愛は知りたかったのだ。お見合いをすると言ったら、彼がどんな反応するのかを──

　そんな優愛のずるさを、律は見透かしたのかもしれない。彼はそういったずるさを嫌う。

　あれがそう言った優愛のずるさに対する罰だというのなら、これほど効果的なものも無かっただろうと思う。

　──もう今までみたいにはいられないかもしれない。

　たとえ、恋人になれなくても、親友のままでいたかった。けれど、その願いは叶いそうにない。

　優愛は自分の幼稚さに、苦く笑って額を膝に押し付ける。

　その時、玄関で物音がした。ハッとして優愛は顔を上げた。

　──律？

　玄関に通じるドアが開いて、律が帰ってきた。居間のソファに座る優愛を見つけた律の目が見開かれる。その手には優愛の荷物があった。

　二人の目が合って、一瞬、二人の時が止まる。優愛が何かを言うよりも早く、律の方が先に動いた。

「優愛、ごめん！　好きだ！」

　目の前で華麗に土下座が決められた。あまりの華麗さに、優愛は呆気に取られる。

「ごめん。優愛のお見合いの話を聞いて、誰かに取られるくらいならって、あんなひどいことをしてしまいました。本当に申し訳ない」

　律が先ほどの激情の理由を、捲し立てるように説明し始める。

　その内容にも驚いて、優愛は目を丸くする。あまりに綺麗な姿勢で頭を下げる男のつむじを、思わずまじまじと眺めてしまう。

　──顔のいい男は、土下座すらも綺麗なのね……。

　そんな馬鹿なことを考えてしまう程度には、目の前の親友の行動は予想外すぎた。

「もう何を言っても信じてもらえないかもしれないけど、高校の頃からずっと優愛が好きだった。今もずっと好きだ。許してもらえないことをしたのもわかってる。でも……」

　顔を上げずに、告白を続ける男のつむじを見下ろして、優愛は何とも言えない気持ちになる。

　──土下座で告白って……。

　何も言えずにいる優愛に、律がひたすらに謝り続けている。その姿に込み上げてくるものがあった。

「ふふふ……」

　優愛の唇から笑い声が零れて落ちた。おかしくて、仕方なかった。

　こんな情けない告白を受ける人間は、世界広しといえどもそうそういないだろうなと思った。

「優愛？」

　笑い出した彼女に、親友が恐々といった様子で顔を上げた。その何とも情けない顔を見てしまえば、おかしさに拍車がかかる。笑う優愛に、律が再び頭を下げた。

　さっきまでは二人の関係はもう終わりになるのだと思っていたのに、その悲壮感は律の華麗なる土下座によって霧散した。

　今優愛の胸にあるのは、甘い幸福感だけだった。じわじわとした喜びが優愛を満たしている。

「ねえ、律？」

　優愛は立ち上がって、律の前に歩み寄ると、その目の前にしゃがみ込む。

　──私を好きって本当？　私はあなたを諦めなくてもいいの？

　優愛の呼びかけにも頭を下げ続ける男の肩に、手を伸ばす。

「律」

　再度の呼びかけにも、律は顔を上げない。

「その格好だと話しづらいから、顔を上げてくれない？」

　優愛のお願いにやっと律が顔を上げた。今まで見たこともないほどに情けない顔をする男を、やっぱり好きだと思うのは恋のなせる業だろう。

　優愛はにこりと微笑んだ。微笑んで、律の高い鼻を思い切り摘まんでひねった。

「……っふんが！」

　律が間抜けな声を上げて、驚く。その顔を見て優愛は声を立てて笑った。

「ゆ、優愛？」

　鼻を摘ままれた状態で、律が情けなさそうに柳眉を下げて、優愛を見る。優愛は彼の鼻を離した。

「律のバーカ」

「……優愛」

「さっきものすごく怖かったんだよ？　私の言うこと全然聞いてくれなかったし」

「うん。ごめん」

　優愛の言葉に律が再び視線を俯かせる。

「私がお見合いするのは嫌なの？」

「うん。やだ」

　まるで子どもみたいな返答に、本当に仕方ないなって思って、優愛は苦笑する。

「どうして？」

「さっきも言ったけど、優愛が好きだ。ずっと高校の頃から。だから、お見合いして欲しくない」

「本当にバカ。そういうことは、先に言ってよね」

　優愛はもう一度、律を罵ると両手でその顔を持ち上げる。

「優愛？」

　戸惑う男に微笑んで、その唇に自分から口づける。唇が触れるだけで、心臓が早鐘を打つ。自分にこんな大胆なことができるとは思っていなかった。だが、それが限界だった。触れるだけのキスで、すぐに離れる。律は驚きに固まっていた。

「私も律が好きだよ。だから、私を彼女にしてください」

　優愛の告白に律が、大きなため息を吐くとがっくりとうなだれた。

「え？　律？」

「優愛って、時々ものすごく男前だよね」

　へにゃりと情けなく笑った男が勢いよく立ち上がると、毛布ごと優愛を抱き上げた。子どものように縦に抱き上げられて、いきなりのことに優愛は驚きに悲鳴を上げながら、男の首に腕を回せば、頬に口づけられた。

「優愛。好きだ。俺のことを彼氏にしてください」

「喜んで」

　優愛は嬉しさに泣き笑いのような顔で頷いた。律の顔が近づいてきて、唇が重ねられた。

　先ほどの乱暴な口づけとは違う、優しいそれに優愛の心は甘く蕩ける。

　一度瞼を閉じ、目を開くと、吐息の触れる距離で、律が切羽詰まった表情を浮かべた。

「優愛」

「ん？」

「即物的だって思われるかもしれないけど、優愛が欲しい。今すぐに」

　欲望を隠しもしない男の言葉に、優愛は羞恥に顔を赤く染める。求められている実感に、心がどうしようもないほどに浮き上がる。

　ここでだめだなんて言えるわけもなかった。優愛を抱く男の腕に力がこもっている。痛みを覚えるほどの強さになっていることに、律はきっと気づいていない。

　どれだけ律が優愛を欲しているのか、伝えてくるようなその痛みを、優愛は歓喜して受け止めている。

「優しくして。さっきみたいに、怖いのは嫌」

　まともに律の顔を見て返事をするには恥ずかしすぎて、彼の肩に顔を埋めて囁きで返せば、「絶対に優しくする」と答えが返ってくる。

　律が優愛を抱きかかえたまま寝室に向かう。寝室に運ばれる間、優愛は緊張に体を縮こまらせていた。

　律が優愛をベッドの上におろした。まるで壊れ物を扱うみたいにそっと丁寧に扱われて、優愛は詰めていた息を吐きだした。

　覆いかぶさってきた律に口づけられる。彼の薄く形の良い唇が、ひどく柔らかなものであることを優愛は知る。

　優愛の緊張をほどくように、触れるだけの口づけが繰り返される。何度も、何度も執拗に角度を変えて施されるキスに、もどかしさを感じてしまう。

　──もっと……。

　深く触れ合いたくて、優愛は律の首筋に腕を回して、引き寄せる。唇が離れて、鼻先が摺り寄せられた。

「怖い？」

「怖くない……」

「そう。よかった」

　柔らかに律が笑う。それは見惚れてしまうほどに綺麗な微笑みだった。

　律の唇が再び近づいてきて、優愛は瞼を強く閉じる。重ねられる唇はとろりと和らいで、ただただ気持ちよかった。律の背中に縋って、彼のシャツにきつい皺を寄せる。

　そろりと口の端を舐められて、反射的に唇を開くと、ぬるりと彼の舌が口腔内に滑り込んできた。

「ん、……んぅ」

　ほとんど初めての経験にどうすればいいのか惑う優愛の舌を、律の舌は柔らかく巻き取って、絡めてきた。

　舌先を吸われ、甘噛みをされると、全身に甘い疼きが広がった。

　舌先に触れる肉厚な舌の感触を味わう。目を閉じて優愛は、懸命に慣れない口づけを続けた。

　──甘い。

　律の舌は滑らかで、酒の名残の味がした。他人の粘膜を直に味わう行為は、ともすれば嫌悪感を覚えそうなものなのに、優愛はひたすらに甘さを感じていた。

　絡みつき、擦れ合う舌の感触に、優愛は体を震わせる。舌先が歯列をなぞり、上顎を擽る。そのたびに、背筋からつま先に向かって淡い疼きが滑り落ちていく。

　濡れた水音が互いの口の中で立ち、どちらのものともわからない唾液が溢れて、口角から流れ落ちていく。

　──息が苦しい……でも、気持ちよくてやめたくない。

「んっ……ふ……ぁん！」

　上下の唇を一つずつ甘噛みした、律の唇が名残惜し気にほどかれた。

　キスだけで全身を朱に染め、瞳を潤ませた優愛を見下ろした律が、柔らかに目を細める。

「可愛い。優愛……」

　律が優愛の乱れた髪をすく。その感触が気持ちよくて、優愛は猫のように目を細めて、うっとりと瞼を閉じる。

　律の手はそのまま頬、首筋、鎖骨と優愛の体のラインを辿っていく。

「優愛の体は柔らかくて、どこに触っても気持ちいい」

「……それって……太ってるってこと？」

「違うよう。抱き心地がいいってこと。ずっと触ってたい」

　その言葉通りに、律の手が、唇が優愛の体にあちらこちらに触れてくる。

　触れ方が優しくて、それだけで単純に嬉しくなる。優愛の体の形を確かめるように、丹念に撫でられ、呼吸が上がっていく。

　優愛が少しでも反応した場所は、柔らかなのに執拗に触れられた。そこが優愛が感じる場所なのだと教え込まれる。

　まるでその場所を忘れないでというように、律がキスマークを刻む。

　気づけば優愛の上半身は、赤い跡だらけになっていた。

　首筋に触れる口づけの甘さに酔う。ソフトな口づけが首筋を這って、胸へと降りていく。

　背中に回された手が、ブラジャーのホックを外した。ブラジャーが外されて、胸が解放されて、優愛はハッと息を吐く。ふるりとまろびでた乳房を律の手が覆った。

　触り心地を楽しむように、彼の手が優愛の乳房を弄ぶ。男の手の中で、優愛の乳房が柔らかに形を変える。

　じわじわとした快感が、優愛のつま先を落ち着きなくもじつかせる。

　全身に広がる快感に立ち上がった胸の頂を指先で摘ままれた。

「あ……ぁや！」

　それははっきりとした快感だった。

「痛い？」

　問われて優愛は首を振る。痛みとは違う。でも、鋭い快楽は慣れないもので、優愛を戸惑わせる。ジンジンと体中がうずいて恥ずかしい。

　律の手が優愛の体に触れてくれているのだと思うと余計に、快楽が煽られる。

「じゃあ、気持ちいい？」

「わ……かん……なぃ」

　優愛の答えに律が笑って、「じゃあ、どっちかわかるまで触るね」と指先に挟んだ優愛の乳首を指の腹で弄ぶ。

　赤く色づいて、硬さを増した胸の頂に、不意に吸い付かれる。ピリッとした痛みを感じて、その後に強くしたことを詫びるように、ゆっくりと舐め上げられた。

「あ、ん……っ！　やぁ……！」

　歯の当たる感触に、体が小刻みに震えて、切ない声が唇から漏れる。

　唇に挟むようにしたあとに、舌で弾力を楽しむように弾かれる。そのたびに優愛は、甘い鳴き声を上げて、首を振る。

　律は交互に優愛の乳首に口づけて、何度も吸い上げられた。

　数時間前は嫌悪と恐怖しか感じなかった行為が、今は優愛を甘く酔わせた。

　自分とは違う硬い体が熱を持って自分を包み込み、吐息を分かち合う行為は、ただただ優愛に幸福感を感じさせた。

　気持ち一つで、こんなにもこの行為は気持ちいいのだと実感する。

　下腹に甘い疼きがどんどんと溜まっていく。じっとしていられなくて、思わず足をすり合わせる。

　それに気づいた律が、小さく笑った。

「気持ちいい？」

　問われて、優愛は今度はこくりと素直に頷いた。幼けなその仕草に律が息をのむ。

　快楽にとろりと蕩けた瞳、全身を朱に染めて、全身で悦楽を味わう優愛の姿はひどく煽情的で、男の欲情を煽った。

「優愛」

　律が優愛の名前を呼ぶ。低く艶の孕んだ声で名前を呼ばれて、腰の奥が震えた。胎の奥から何かがどろりと流れ出る。

　柔らかく、滑らかな大腿に、男の硬い手が忍び込み、足を開くように促してくる。

　恥ずかしさに、足に力がこもってしまうが、きわどい場所に向かって這いあがってくる手は、優愛の抵抗などものともしない。

「…ぅ……は……はずか……しぃ」

　優愛が本気で抵抗しているわけではなく、恥ずかしがっているだけだと確信している男の手に、遠慮はなかった。

「うん。大丈夫だから、力を抜いて」

　声は優しいのに、男の手つきは強引だった。すでに濡れ始めた優愛の下着の間に、手が差し込まれた。

　顔を背けた優愛の耳朶、男が吸い付かれた。耳朶に濡れた音が響き、優愛はぞくりと身を震わせる

「よかった。濡れてる」

　安堵を滲ませた声で囁かれた言葉に、強く瞼を閉じる。

　潤み始めていたその場所を律の指が上下になぞった。

　これまで誰も触れたこともない、自分でもまともに見たこともないその場所に、律の綺麗な指が触れていると思うと、たまらない羞恥が込み上げる。

「いい？」

　目を覗き込まれたまま、指の先で秘裂を浅くなぞられて、優愛は鋭く息を呑み、びりびりと電流みたいに広がる快感に耐える。

「や、優しく……して」

「うん。もちろん」

　うれしそうに笑った男の指が、小さな下着を引き下ろした。ゆっくりと優愛の中に、男の指が差し込まれる。

「いっ！」

　初めての感覚に優愛は呻く。一瞬だけ引きつれたような痛みを覚えた。そのあとに続いたのは、言葉にできない異物感だった。

「痛い？　やめる？」

　律の問いに優愛は横に振る。

「やめない」

　痛みや異物感があっても、その奥にうっすらと快感があった。律が触れてくれていると思うだけで、体は甘く蕩けていく。

「ふふふ。優愛は本当に男前。痛くて我慢できなくなったら、そう言ってね」

　律が優愛の額に口づけて、蜜襞を探る動きを再開する。

　優愛の反応を何一つ見逃さないと言った眼差しが注がれる。

　男の欲を隠さないその視線に、優愛は求められている実感を深くする。

　優愛は律を求めて手を伸ばす。自分も目の前の男に触れたいという欲求が生まれていた。

「律……キスしたい」

「可愛いね。優愛。舌を出して」

　優愛の求めに瞳をやわらげた男が唇を重ねてくる。律の言うままに舌を素直に差し出すと、ぬるぬると舌先を吸われた。舐めて絡めて、じゃれるような口づけが与えられる。

　──もっと。もっと……。

　懸命に律の舌先を吸いながら、体を開かれる違和感に耐える。

　体が律の指の形に合わせて開いていく感覚は、生々しくてなかなか慣れない。

　入り口を擽って、腹側のざらざらした襞を優しく擦り上げられる。

　律はその長い指を惜しみなく使って、優愛が感じる場所を丹念に探した。

　指が奥まで入り込んで、腹側のある一点を擦られて、優愛の腰が激しくバウンドした。

「あ、あああ！」

「ここが優愛の感じる場所だね。気持ちいいよね？」

　その一点を、律の指が執拗に撫で上げる。そのたび、甘い悲鳴が止まらなくなる。

　くちゅくちゅと淫らな水音が立ち、溢れた蜜が律の指の動きをより滑らかなものにする。

　快楽の逃し方を知らない優愛は、律の指に翻弄され、腰を波立たせる。

　一本、二本と指が増やされて、優愛が反応する場所を執拗なまでに擽って、律は快楽を植え付ける。

「優愛、気持ちいい？」

「いぃ……？　何が……」

　快楽に蕩けた頭はまともに思考が働かず、律が何を問うているのかわからなかった。

　潤んだ瞳で律を見上げれば、獰猛に笑んだ男が、優愛の耳朶に嚙みついた。

　ちりっとした痛みに、少しだけ正気に返る。

「気持ちいい？　どうして欲しいか教えて？　優愛が気持ちいいことだけしてあげる」

「ん、ん、……気持ち……いい……こ……だけ？」

「うん」

　頷くと体の中の指が増やされた。三本目の指に広げるように内部を押され、苦しいのに、その分、刺激が強くなる。

「あっ、んん！　もっと……そこ……」

　自分がどれだけ淫らなことを口走っているのか、わからないまま優愛は感じるままに今の自分の状態を律に伝えた。

　快楽に素直に、男の指に腰をうねらせる姿は、ひどく煽情的で、律はうっとりとその姿を眺める。

　目の前に白い星がちかちかと飛び始める。それは絶頂への予感だった。

　親指の腹で、下生えの中に隠れていた花芽を挫かれて、膨らみ切った優愛の快楽がはじけ飛んだ。

　今までにない強い波に押し上げられるように、優愛は絶頂を迎えた。

　初めて経験する快楽の大きさに、全身が波立ち、男の指を食い締める。

　涙がぼろぼろと零れて、心臓が壊れそうなくらいに激しく打った。

　たぶん、優愛は一瞬だけ意識を失っていた。

　律の指が引き抜かれたことにも気づかず、優愛はしどけない姿でシーツの上にその裸体をさらす。うつろだった意識が戻ったのは、ごく微かに聞こえてきた衣擦れの音だった。

　何かのパッケージを破る音も聞こえてきた。何の音だろうと思っていると、服を脱いだ律が覆いかぶさってきた。

　熱すぎる体に包まれて優愛は、大きく息を吐く。足を広げられて、濡れて蜜を吹きこぼす場所に、丸みを帯びたものが擦りつけられた。

　優愛の蜜を纏わせるために、避妊具を付けたものが何度か前後に往復する。

「いれてもいい？」

　さすがにここまで来てダメと言うつもりはなく、優愛はこくりと頷いた。

　途端、指とは比べられない凄まじい質量のものに、体を押し開かれる。痛みに息が止まった。痛みから逃れるために、本能的に体がずり上がろうとする。

「……ぅい」

「優愛、ごめん。痛いよね」

「……大丈夫」

　気持ちは律を受け入れたいと思うが、体が痛みから逃れようと、無意識にずり上がってしまう。

「優愛、やめる？」

「絶対に嫌」

　優愛は両手を伸ばして、律にキスをねだる。舌を絡めて、意識して体の力を抜こうと努力する。

　束の間、二人の攻防が続いて、律が優愛の片足を肩に担いだ。

　ずり上がることが出来なくなった。律がゆっくりと体重をかけて、優愛の中に入ってくる。狭い場所をこじ開けるようにゆるゆると律のものが進んでくる。

「う──ぅふっ……ぅん」

「優愛。息をつめないで。息を吐いて」

　優愛は律に言われるまま、大きく息を吐き出して、体の力を抜こうと努力するが、浅い呼吸はすぐに途切れてしまう。

「優愛、ごめんね」

　想像以上の痛みに優愛が呻いていると、律が髪や頬を撫でて、何度も謝ってくる。

　切なさを孕んだ男の声に、優愛は涙に霞む目を見開いて、大丈夫と首を振る。

　正直、痛いし、苦しいし、今すぐやめたいと思う。だけど、律の顔を見ていたら、そんなことはどうでもいい。

　何かを堪えるように息を詰め、汗を滴らせる男が、優愛の体を最大限に気遣ってくれているのはわかる。

「もうちょっとだけ、頑張って」

「うん」

　ぐっと律が腰を進めた途端、先端部がずるりと奥深くまで進んだ。二人の体の距離が一気に近づいた。

　何度もキスを繰り返し、律が体を進めた。やがて、優愛の臀部に律の腰が触れた。

　長い時間をかけて、律のすべてが優愛の中に収められた。肩から膝を下ろされる。

「……入……った？」

「うん。入ったよ」

　律が優愛の汗に濡れた髪を優しく梳く。

「痛い？」

「大丈夫」

　痛みは痛みとしてあった。けれど、それより優愛の中を達成感が満たしていた。

　律と一つになれたことが純粋に嬉しかった。

「動いていい？」

　何とか息を整えた優愛に、それまでじっと動かずに様子を見守っていた律が問う。

　彼も限界だったのだろう。優愛が頷いた途端に、ゆらりと腰が揺らされた。

「はあ、あ、んぅ、ふ、ん」

　傷ついた蜜襞を擦られるのは痛みがあった。だが、腹側の優愛が感じる部分を、カリ首の一番太い部分で擦り上げられると、淡い疼きが快楽を伴って、体の中に広がっていく。

「あっ、んんっ、あ、はあ」

　優愛の声からそれを感じ取ったのか、律の動きが変わる。徐々に動きが速くなり、優愛の感じる部分を重点的に擦り上げるように、腰を動かす。

　ぐりぐりと胎の奥を突かれると、下腹が波打つような痺れを感じた。

　言葉に出来ないその感覚に、優愛は縋るものを求めて、律の背に爪を立てた。

「律……律……」

　唇から彼の名前だけが溢れる。そのたびに、律が「優愛、好きだよ」と愛を囁いた。

　律の声から余裕がなくなった。それでも自分の欲望よりも優愛の快楽を優先させる男の動きに、優愛はどうにかこたえたいと思う。

　鈍い痛みはあるものの、それだけでない快楽を優愛の体は感じ始めていた。

　彼の動きに押し出されるように零れる声は、どこまでも甘い。

　噛み合い始めた快楽に、目の前に白い星が瞬き始める。それに合わせて、優愛の胎の奥がうねり始める。中にいる男の精を搾り取ろうとするような動きに、律の吐息が荒く獣じみたものに変わった。

「あ、あん………律！」

　がくがく震える膝で律の腰を挟み、全身で抱き着き、優愛はその瞬間を迎える。

　胎の奥をひときわ強く突かれて、優愛は全身を震わせて、イッた。

　それに引きずられるように律の楔が優愛の体の中で跳ね、薄い皮膜越しに精が吐き出された。

　息をつめた律に強く抱きしめられて、優愛は幸福感に意識を手放した。







６）彼女と彼の新しい始まり








　優愛と律は晴れて、恋人として付き合い始めた。

　連休を律の家で怠惰に過ごした優愛は、事の経緯を女将に報告して、お見合いを断った。優愛の話を聞いた女将は、ものすごく嬉しそうに優愛の恋の成就を祝福してくれた。

　恋人として付き合い始めて、いい意味でも悪い意味でも遠慮がなくなった律は、箍が外れてしまったようだ。

　どういうことかと言えば、「もうすれ違うのは嫌だ」という律のわがままで、優愛は今ほとんどを律の家で生活している。

　週の半分以上を律の家で過ごしていて、半同棲状態になっている。

　結婚を前にこんな状態でいいのかと思うが、半ば強引に律に家に連れ込まれてしまっている。

　そして、二人で家にいると、彼は優愛を常に腕の中に囲って、離そうとしない。

　最近、優愛の居場所は律の膝の上が定番になりつつある。

「ちょっと律！」

「何？」

「何じゃない!?」

　久しぶりに休日が重なった今日も、優愛は律の膝の上に抱き上げられていた。

　楽しみにしていた映画を見ている最中に、律のいたずらな手が、背後から優愛の乳房をもんでくる。

　せっかくの楽しみを邪魔されて、優愛は怒るが律は気にした様子もない。

「優愛の胸さわると気持ちいい。癒される」

「ちょっと！　もう！　こら！」

　いたずらな手をつかんで止めさせようとするが、シャツの下に潜り込んだ手が、直に優愛の乳房をもてあそび始めた。

「やあ、律！　映画……！」

　立ち上がり始めた胸の頂を両方とも指の腹につままれて、優愛の息まで上がり始める。

　こうなると映画の内容は、全く頭に入らない。

　そのまま律に押し倒された。何とか逃げようともがく優愛の首筋に律が口づけ始めた。

「映画見てたのに！」

「うん。これ配信だし、また後でゆっくりと見よう」

　リモコンに手を伸ばした律が、テレビの電源を切ってしまう。部屋着にしているワンピースをめくられて、優愛の素肌がさらされる。

「もう！　昨日の夜もそう言って、後で見られなかったじゃない！」

「うん。ごめん。でも優愛に触りたい」

　ちっとも悪いと思ってない男は口先だけの謝罪で、優愛の肌に口づけを散らし始めれば、快楽に弱い優愛の体は、男の思うままに熱を上げ始める。

『十年、我慢した分、しばらくは猿みたいに浮かれてるけど許して』

　付き合い始め直ぐにそう宣言した律は、隙あらば優愛の体に触れて来る。

　なんだかんだと文句をつけながら、それでもさしたる抵抗もしない優愛も、律と同じで浮かれている。

　明るい日差しが差し込む午後のリビングに、二人分の甘い吐息があふれていく。




　優愛は来月、アパートの契約を解約する予定でいる。







あとがき








　濃蜜ラブルージュさまでは、初めまして。桜さくら朱しゅ理りと申します。

　普段、あとがきを滅多に書くことがないので、自己紹介をした時点で、もうこの先何を書けばいいのかなって気持ちになってます。

　さて、どうしよう？　と思うのですが、とりあえず作品の紹介でもしてみます。

　今回、本当はヒロインが好きすぎて、彼女がお見合いをするのが許せない執着系男子を書く予定でいました。

　プロット時点でも、彼はもっと怖い人の予定でした。

　なのに、書き始めた途端なぜか、冒頭でいきなり土下座してます。

　何でこうなった？

　桜にもよくわかりません。

　気づいたら本当にいきなり土下座で告白していました。

　何とか修正しようと思いましたが、書いているうちにだんだんと楽しくなってきてしまい、当初の予定とは１８０度違う情けないヒーローが出来上がりました。

　でも書いてる桜はとても楽しかったです。

　好きな子の前ではとことん情けない姿を見せちゃったり、ダメなところをさらしてしまうヒーローが、好きです。

　もうこれは桜の性癖なんだと思います。

　皆様に少しでも楽しんでもらえるものになっていることを願っています。

　小こ島じまきいち先生のイラストがとても素敵です。初めて見たとき、優愛の体の柔らかそうな感じが理想通りで、ずっと眺めてられると思いました。素敵なイラストを描いてくださってありがとうございます。

　最後に、この作品に携わってくださった皆様に感謝を申し上げます。

　色々とあほな質問ばかりしてしまった桜に、丁寧に対応してくださった担当様、本当にありがとうございます。おかげで、楽しくお仕事できました。

　また、どこかでお会いできることを願いまして、あとがきを終わらせていただきます。






桜　朱理
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この本は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になる機種により、表示の差が認められることがあります。







●著作権に関して

本作品の全部または一部を複製、編集、修正、変更、頒布、貸与、公衆送信、翻案、配布する等の著作権及び著作者人格権侵害となる行為、および有償・無償に関わらず、本データを第三者に譲渡することは禁止いたします。

●お断り

本作品を電子書籍にて発行するにあたり、簡体字・繁体字などの電子書籍として表現できない文字、ルビ、記号、表組み等、または電子書籍として表現がむずかしい部分等は、原文とは異なる表記になっている場合があります。
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